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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
7

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O七
年
二
月
二
八
日
発
行
)

中
井
履
軒

『
画
鱗
』

翻
刻
・
解
説

【
解
説
】

え
〈
じ
り

本
稿
は
、
履
軒
の
和
文
集
『
画
鱗
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

〔
題
意
〕

『
画
購
』
の
「
絹
」
は
「
く
じ
る
」
す
な
わ
ち
「
掘
り
下
げ
る
」
「
探
る
」
の
意
味

で
、
注
釈
書
の
名
前
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
履
軒
に
は
、
動
植
物
の
画
を
描
い

さ

く

ら

ち

ょ

う

た
『
左
九
羅
帖
』
と
い
う
画
帖
が
あ
る
(
口
絵
参
照
)
。
『
画
購
』
で
は
『
左
九
羅
帖
』

に
登
場
す
る
動
植
物
が
順
番
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
に
付
け
足
さ
れ
た
補
編

に
は
、
画
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
成
立
年
〕

成
立
は
、
享
和
元
年
(
一
八

O
二
の
「
享
和
辛
酉
水
戸
浦
所
捕
河
童
図
」
以
後
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
(
以
下
の
テ
キ
ス
ト
の
紹
介
を
参
照
)
。
そ
の
他
、
履
軒
が
内
容

的
に
大
い
に
参
照
し
て
い
る
『
毛
詩
品
物
図
孜
』
は
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
刊
で
あ

り
、
こ
れ
以
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

〔
執
筆
意
図
〕

履
軒
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
名
実
が
希
引
離
し
て
い
る
と
考
え
た
動
植
物
で
あ
る

湯

士
口

城

(
「
様
」
「
黄
鳥
」
「
蓬
莱
山
」
補
編
「
桂
」
な
ど
)
。
序
文
は
な
い
が
、
名
実
一
致
を
目

指
す
の
が
本
書
の
執
筆
目
的
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
名
前
を
議
論
対
象
と
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
多
く
語
源
に
説
き
及
ん
で
い
る
。

〔
執
筆
背
景
〕

履
軒
は
、
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
図
孜
』
や
江
村
知
圭
『
詩
経
名
物
排
解
』
を
読
ん
で

い
た
。
履
軒
が
『
詩
経
離
題
』
に
記
し
て
い
る
和
名
は
、
基
本
的
に
『
毛
詩
品
物
図
孜
』

に
よ
っ
て
い
る
。
『
毛
詩
品
物
図
孜
』
に
つ
い
て
は
、
中
之
島
図
書
館
に
履
軒
著
『
毛

詩
品
物
図
孜
離
題
』
ら
し
き
テ
キ
ス
ト
が
現
存
し
て
い
る
(
井
上
了
「
大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
蔵
『
毛
詩
品
物
図
孜
離
題
』
に
つ
い
て
」
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O

四
)
。
『
詩
経
名
物
排
解
』
に
つ
い
て
は
、
履
軒
の
蔵
書
目
録
『
天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
』

(
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
)
に
、
『
毛
詩
品
物
図
孜
』
と
と
も
に
、
そ
の
名
(
『
詩
経

名
物
排
解
』
先
生
頭
書
)
が
見
え
る
。
『
画
縞
』
の
内
容
は
、
上
記
の
二
書
に
基
づ
く

妥
当
な
説
が
多
い
。
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〔
履
軒
に
独
特
な
説
〕

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
名
称
を
用
い
て
名
実
一
致
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
冒
頭
の

「
樺
」
な
ど
、
自
ら
命
名
を
試
み
て
い
る
箇
所
が
あ
る
(
「
理
花
(
桜
)
」
「
寄
生
木
」
「
雌

踊
」
「
薬
楓
」
「
う
つ
草
(
「
卯
花
」
改
め
ど
な
ど
)
。
こ
れ
ら
の
説
は
、
良
く
言
え
ば



独
創
的
な
、
悪
く
言
え
ば
独
断
的
な
も
の
が
多
い
が
、
履
軒
の
思
考
を
窺
う
上
で
貴
重

な
材
料
だ
と
言
え
よ
う
。

〔
テ
キ
ス
ト
〕

関
西
大
学
所
蔵
本
(
請
求
記
号
:
の
¥
色
。
・
合
¥
Z
H
¥
戸
、
図
書
番
号
:
。

E
a苫
色
、
以

下
「
手
稿
本
」
と
略
称
)
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
(
甲
和
信
円
以
下
「
中

之
島
本
」
と
略
称
)
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
本
(
新
田
文
庫

g
g、
以
下
「
懐

徳
堂
本
」
と
略
称
)
が
確
認
で
き
る
。

ω
関
西
大
学
所
蔵
本
(
手
稿
本
)

関
西
大
学
所
蔵
本
は
手
稿
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
縦
二
五
・

O
畑
、
横
一
七
・

O
叩
。
列

帖
装
。
末
尾
は
、
二
五
葉
白
紙
が
続
い
て
い
る
(
内
、
二
葉
に
、
「
藻
」
と
「
椿
」
ら

し
き
画
が
貼
ら
れ
て
い
る
)
。
同
書
は
、
昭
和
三
四
年
一
月
二
五
日
、
羽
倉
敬
尚
氏
よ

り
同
図
書
館
が
一
三
六
五

O
円
で
購
入
し
た
も
の
で
、
純
貴
重
書
と
し
て
岩
崎
美
隆
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(
『
関
西
大
学
所
蔵
岩
崎
美
隆
文
庫
・
五
弓
雪
窓
文
庫
目
録
』
〈
関

西
大
学
図
書
館
シ
リ
ー
ズ
第
十
五
輯
〉
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
七
六
、
及
び
同
図
書

館
司
書
坂
本
翼
氏
談
に
拠
る
)
。
同
図
書
館
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
他
、

中
之
島
図
書
館
に
複
製
が
あ
る
。
同
書
の
末
尾
に
は
、
羽
倉
敬
尚
の
以
下
の
よ
う
な
識

語
(
貼
り
紙
)
が
あ
る
。

函

購7本
書
は
え
阪
懐
徳
書
院
教
授
中
井
尻
軒
(
名
積
徳
竹
山
の
弟
)
の
白
筆
自
著
に

し
て
函
も
自
画
と
芯
は
る
。
棋
は
携
と
同
意
の
字
な
り
。
卯
花
函
の
前
、
即
ち
本
・

え
の
終
「
ふ
か
う
ど
」
は
昼
軒
幽
人
自
号
の
尚
人
を
和
語
に
で
記
せ
る
な
り
。

羽
倉
敬
尚

中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
の
所
蔵
カ
l
ド
が
「
が
け
い
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
識

語
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
一
爽
板
(
板
帳
)
に
は
「
昭
和
世
三
年
極
月

羽
倉
敬
尚
」
と
あ
る
。

手
稿
本
で
あ
る
傍
証
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
末
尾
の
白
紙
と
以
下
に
述
べ
る
貼
り
紙

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
末
尾
の
白
紙
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
の
追
加
の
た
め
に
準
備
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾
部
分
は
補
編
で
あ
り
、
随
時
書
き
足
さ
れ
て
い

く
性
格
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
貼
り
紙
に
つ
い
て
は
以
下
の
三
箇
所
が
あ
る
。
一
つ

は
、
「
樺
」
の
部
分
の
「
今
の
世
に
・
:
」
以
下
及
び
「
御
寄
進
」
の
貼
り
紙
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
「
穀
」
の
中
の
「
花
か
つ
み
重
複
削
る
ベ
し
・
:
」
と
書
か
れ
た
部
分

に
「
拷
は
無
文
字
な
り
・
:
」
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
「
扶
桑
木
」

の
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
(
漢
文
部
分
)
の
後
の
「
右
の
文
か
み
し
も
お
ち
か
へ
り
て

:
・
」
の
上
に
貼
り
紙
が
さ
れ
て
い
る
。
(
こ
の
部
分
は
、
懐
徳
堂
本
で
は
、
貸
山
が
削

る
の
は
惜
し
い
と
述
べ
、
誌
を
付
け
て
復
活
し
て
い
る
。
)

な
お
、
「
水
蝿
」
の
部
分
に
、
中
之
島
本
に
見
え
る
「
水
戸
浦
所
捕
河
童
図
」
は
挟

ま
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
、
手
稿
本
で
注
目
す
べ
き
は
補
編
の
画
の
精
密
さ
で
あ
る
。
履
軒
が
こ
の
よ

う
な
画
を
描
け
た
と
す
れ
ば
感
服
す
る
し
か
な
い
が
、
あ
る
い
は
プ
ロ
の
画
家
に
依
頼

し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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ω
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
(
中
之
島
本
)

〈

ら

ら

よ

う

中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
は
、
『
左
九
羅
帖
』
と
合
冊
さ
れ
、
『
樺
帖
』
と
い
う
書
名
に

な
っ
て
い
る
(
外
題
『
樺
帖
乾
冊
』
が
『
左
九
羅
帖
』
、
外
題
『
樺
帖
坤
冊
』
が

『
画
鱗
』
)
。
縦
二
六
・
五
畑
、
横
一
九
・
二
四
。
袋
綴
本
。
岡
本
は
、
手
稿
本
を
敷
き



写
し
に
し
た
影
写
本
ら
し
く
、
字
が
手
稿
本
に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
初
代
豊
田
文
三

郎
遺
書
。
明
治
三
八
年
の
受
入
印
が
あ
る
。
手
稿
本
、
懐
徳
堂
本
と
も
に
見
え
な
い

「水

戸
浦
所
捕
河
童
図
」
が
「
水
蝿
」
の
部
分
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
中
之
島
本
『
左
九
羅
帖
』

(
『
樺
帖
乾
冊
』)
の
「
水
魁
」
図
は
懐
徳
堂
本
と
違
う
(
口
絵
参
照
)
日
炉
、
こ
れ
は

「水
戸
浦
所
捕
河
童
図
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
「
水
戸
浦
所
檎
河
童
図
」
は
履
軒
の

銭
き
書
き
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
断
定
は
で
き
な
い
(
朱
筆
や
墨
筆
の
塗
抹
が
あ

る
の
は
写
し
た
証
拠
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
)
。
中
之
島
本
の
『
左
九
羅
帖
』
は
画

が
精
密
で
、
懐
徳
堂
文
庫
本
と
は
筆
致
を
異
に
す
る
(
口
絵
参
照
)
。
懐
徳
堂
文
庫
本

『
左
九
羅
帖
』

で
は
存
菜
(
ジ
ュ
ン
サ
イ
)
や
珠
母
(
真
珠
貝
)
に
雲
母
が
塗
ら
れ
て

い
る
が
ヘ
中
之
島
本
に
は
な
い
。

『
左
九
羅
帖
』
に
つ
い
て
は
、

お
そ
ら
く
懐
徳
堂
文

庫
本
が
履
軒
手
稿
本
で
、
中
之
島
本
は
(
お
そ
ら
く
山
片
家
が
)
画
家
に
依
頼
し
て
写

さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
之
島
本
は
、
読
み
に
く
い
崩
し
字
の
横
に
朱
筆
で
備
書
体

を
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
解
読
の
助
け
に
な
る
。

ま
た
、
巻
頭
に
は
以
下
の
よ
う
な
書
簡
の
写
し
も
あ
る
。
同
書
簡
に
よ
る
と
、
題
の

読
み
は
「
え
く
じ
り
」
が
正
し
い
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
並
河
寒
泉
か
ら
当
時
の
山

片
家
番
頭
吉
川
俊
蔵
(
『
懐
徳
堂
近
世
大
阪
の
学
校
』
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
六

O
頁

へ
と

『
画
鱗
』
が
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

に
よ
る
)一

曲
人
先
生
葬
之
説
和

え
御
主
人
様
御
覧
桂
成
度
由

承
知
仕
伎
右
説
は
佐
え
良

特
付
録
之
画
く
じ
り
と

中
冊
に
御
座
伎
文
二
御
庄
伎

右
画
く
じ
h

リ
は
半
以
別

本
各
主
侠
得
共
不
升

翻ipm1
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孝
之
家
故
指
出
侠
件
落

握
可
下
侠
他
へ
は
御
沙
汰
御
無

用
是
折
h
y

永

度

侠

先

生

ニ
月
八
日

古
川
俊
蔵
様

品
購

並
河
筏

一
冊
添

4手
酬

*
以
上
の
翻
刻
は
大
阪
大
学
の
坂
井
二
三
絵
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
識
語
が
あ
り
、
弘
化
五
年
(
一
火
四
八
)
に
、
天
保
期
の
山

片
家
の
当
主
重
信
(
『
懐
徳
堂
|
近
世
大
阪
の
学
校
』
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
六

O
頁
に

よ
る
)
が
写
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

く
わ
い
と
く
堂

そ
う
書
を

も
っ
て
う
つ
し
お
へ
ぬ

し
げ
の
ぷ

h
F
化
五
戊
占
T
さ
さ
ら

y
二
十
五
日

ω
懐
徳
堂
文
庫
本
(
懐
徳
堂
本
)

縦
二
九
・

O
個
、
横
一
九
・
五
叩
。
列
帖
装
。
懐
徳
堂
本
は
、
書
き
間
違
い
を
見
せ
消

ち
せ
ず
に
「
・
」
を
つ
け
て
横
に
訂
正
し
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
り
、
写
本
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
(
補
編
の
「
楓
」
の
部
分
に
も
写
す
途
中
の
紙
が
見
え
る
)
。
「
扶
桑

木
」
の
部
分
に
履
軒
の
高
弟
竹
島
貸
山
の
注
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
竹
島
貸
山
に
よ
る

写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
懐
徳
堂
本
『
画
鱗
』
補
編
の
画
と
手
稿
本
の
画

は
似
て
い
る
が
重
な
り
は
し
な
い
。

本
稿
は
、
手
稿
本
を
底
本
に
し
た
が
、
明
ら
か
な
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
他
の
テ

キ
ス
ト
に
よ
り
改
め
た
(
【
校
勘
】
に
お
い
て
明
記
)
。
補
編
の
画
も
手
稿
本
(
関
西
大

学
所
蔵
本
)
の
そ
れ
を
採
用
し
た
。
翻
字
は
、
現
代
通
用
の
仮
名
・
漢
字
に
改
め
、
適

宜
句
読
点
と
濁
点
を
施
し
た
。
踊
り
字
は
か
な
に
改
め
た
。
段
落
は
原
文
に
よ
る
。
ま

た
書
名
に
『
』
を
、
引
用
部
分
や
名
称
を
問
題
と
し
て
い
る
箇
所
に
は
「
」

を
施
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
違
い
は
【
校
勘
】
に
示
し
た
。
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
の
説
明
を

〔
〕
づ
き
で
示
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
『
画
購
』
の
翻
刻
に
校
勘
を
付
す
に
と
ど
め
る
。
『
画

崩
』
の
注
釈
及
び
内
容
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
、
『
杏
雨
』
(
武
田
科

学
振
興
財
団
・
杏
雨
書
屋
編
)
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
項
目
一
覧
〕
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*
項
目
名
の
後
の
数
字
は
、
『
左
九
羅
帖
』
へ
の
対
応
を
表
す
数
字
。

〈
本
編
〉

薮様海黄青樺
業烏烏

理
華

サ
ク
ラ

青
雀

鴬

黄
爵

甘
裳

常
様

唐
様

カ
ガ
ミ
グ
サ

カ
パ
ザ
ク
ラ

ウ
グ
ヒ
ス

倉
庚

カ
ニ
パ
ザ
ク
ラ

カ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
ヒ
ス

沙
業

ハ
ネ
ズ

ワ
ノ
サ
ン
キ
ラ
イ



蔦女
薙

梧
桐

紐

カ

シ

垣
衣
青
苔

葬

椋

同

ア

サ

ガ

ホ

蝶

螺

ヰ

モ

リ

断

腸

ト

カ

ゲ

担

挺

ヤ

モ

リ

守

宮

花
か
つ
み

榛
サ
サ
グ
リ
シ
バ
グ
リ

莱

シ

パ

蕪勢

天

霧

天

鯖

雲

雀

鶏

鵡

螺

フ

メ

ツ

わ
れ
か
ら

藻

モ

鴎

ヌ

エ

鳥

鳴

同

偶
鶴

高穀

す
み
れ

っ
ぽ
す
み
れ

著

ハ

ギ

メ

ド

螺
蜂
キ
リ
ギ
リ
ス

荒

蘭
ユ
ウ
ガ
ホ

蛇

ハ

エ

ク

チ

ナ

ハ

媛

ハ

ミ

ヘ

ビ

マ

ム

シ

水

蝿

河

童

カ

ハ

タ

ラ

ウ

昔

ヨ

モ

ギ

斎

ヨ

モ

ギ

瓢

フ

ク

ベ

鞄

フ

ク

ベ

壷

瓢

萌

虚

瓜

ウ

リ

ナ

ウ

リ

な

き

葱

ヒ

ト

モ

ジ

ネ

ギ

こ

な

き

胡

葱

ア

サ

ツ

キ

存

菜

尊

亦

ジ

ュ

ン

サ

イ

牡
嘱
フ
タ
ミ
ガ
キ

雌

嘱

カ

キ

珠
母

や
ま
ぶ
き
歎
冬

葵

三

茎

草

蓬
莱
山

ヤ
ド
リ
ギ

四

ゲ
ン
ゲ

寄
生
草

ツ
タ

松
薙

寄
生
草

サ
ガ
リ
ゴ
ケ

四

椅

ア
ホ
ニ
ヨ
ロ
リ

五

ア
ホ
ギ
リ

五

苔
衣

石
衣

コ
ケ
ゴ
ロ
モ

--L・
ノ、

コ
ケ

ム

ノ、七七七)¥. )¥. 九九

告
天
子

ヒ
パ
リ

十十

員

貝
光

十

コ
ヤ
ス
ガ
イ

十

ヨ
タ
カ

十

フ
ク
ロ
ウ

十

ミ
ミ
ヅ
ク

十

藁
同

藤

フ
ヂ

十

椿

f薄

カ
ヂ

十

コ
ウ
ゾ

ユ
フ

博
山

ヲ
キ
ガ
キ

ツ
ワ

枝

福
草

不

山

カ
ハ
ツ
ハ

ネ
ブ
カ

蕗

フ
キ

ア
フ
ヒ

富
士
山

フ
手止

サ
キ
ク
サ

十
四

十
五

十十十
七

十
八

十
八

十
九

二
十十

廿

q
J 

F
b 

廿廿廿廿廿
四

廿
五

廿
五

廿
六

廿
七

廿
)¥. 

廿
九



扶
桑
木

十

〈
補
編
〉

卯
花

う
つ
木

椿山
茶

壁寝被梧恋

ツ
バ
キ

サ
ザ
ン
ク
ハ

てず

キ

ス
ギ

サ
カ
キ

シ
キ
ミ

附
促
織

話怠
3ロ

ツ
ク
モ

し
の
ぶ

お
が
た
ま

楓桂

木

犀

木
葉
石

た
こ
ふ
ね

(
補
足
)

橘穀

*
画
な
し
。

*
画
な
し
。

【
翻
刻
】

[
項
目
名
の
後
の
『
左
九
羅
帖
』
へ
の
対
応
を
表
す
数
字
(
朱
筆
)
は
、
懐
徳
堂
本
に
は
な
い
。
〕

樺

カ
ニ
パ
ザ
ク
ラ

一
〔
口
絵
〕

サ
ク
ラ

カ
パ
ザ
ク
ラ

現
華

「
樺
」
は
世
中
の
「
サ
ク
ラ
」
の
母
な
り
け
り
。
も
ろ
こ
し
の
む
か
し
よ
り
こ
の
木

の
皮
を
と
り
て
鞍
・
刀
を
か
ざ
る
類
い
と
お
ほ
し
。
薬
に
も
し
る
し
あ
り
。
こ
こ
に
で

も
東
北
国
に
お
ほ
し
。
西
国
に
も
あ
り
。
深
山
に
大
木
あ
り
。
書
籍
の
印
板
に
も
ち
ゆ

る
「
桜
板
」
て
ふ
も
の
は
大
か
た
は
「
樺
」
な
り
と
か
や
。
わ
が
国
の
土
地
に
よ
く
あ

ひ
た
る
に
や
。
変
生
多
し
。
奈
良
の
都
の
「
八
重
ザ
ク
ラ
」
「
山

eサ
ク
ラ
」
「
糸
ザ
ク
ラ
」

「
彼
岸
」
な
ど
い
ひ
わ
か
っ
は
さ
ら
な
り
、
其
数
は
し
ら
れ
ず
。
世
に
「
桜
」
の
字
を

用
ゆ
る
は
ひ
が
ご
と
に
こ
そ
。
も
と
「
桜
桃
」
と
い
ふ
木
あ
り
。
ち
い
さ
き
実
な
る
故

に
や
「
み
ど
り
子
の
桃
」
て
ふ
心
に
て
「
嬰
桃
」
と
は
じ
め
は
書
き
け
ら
し
。
後
に
「
木
」

を
加
へ
て
け
り
。
さ
れ
ば
「
桃
」
を
は
な
れ
て
は
別
に
「
桜
」
と
い
ふ
木
は
な
き
な
り
。

い
か
な
れ
ば
こ
の
国
に
で
か
か
る
文
字
を
用
ひ
き
に
け
ん
。
詩
賦
な
ど
に
入
た
る
は
か

た
は
ら
い
た
し
ゃ
。

「
樺
」
は
総
名
な
る
を
、
と
り
わ
き
で
は
「
カ
パ
ザ
ク
ラ
」
と
い
ふ
。
「
カ
ニ
パ
守
サ

ク
ラ
」
と
も
い
ふ
。
「
カ
パ
」
の
木
立
、
花
の
や
う
、
今
の
「
サ
ク
ラ
」
に
か
は
る
こ

と
す
く
な
し
。
唯
、
花
の
数
多
か
ら
で
、
ひ
か
り
お
と
れ
り
。
い
か
な
れ
ば
其
子
其
孫

と
う
ま
れ
わ
か
れ
た
る
は
、
ひ
か
り
に
ほ
ひ
世
に
な
ら
ぶ
も
の
な
し
。
さ
れ
ば
花
と
だ

に
い
へ
ば
「
サ
ク
ラ
」
の
こ
と
と
な
り
ぬ
。
も
ろ
こ
し
に
も
牡
丹
・
海
裳
に
か
か
る
た

め
し
あ
り
と
な
ん
。
司
馬
相
如
の
賦
に
「
華
楓
梓
櫨
」
と
い
へ
り
。
「
華
」
は
す
な
は
ち

「
樺
」
な
り
。
む
か
し
の
人
さ
ば
か
り
め
づ
る
心
も
な
く
、
ま
た
世
の
す
ゑ
を
さ
と
り

凋品

z
p
b 

し
に
も
あ
ら
ぬ
を
、

よ
く
ぞ
「
華
」

て
ふ
文
字
を
さ
だ
め
お
き
た
る
。
外
に

の
「
木
」



文
字
を
た
づ
ぬ
る
は
あ
ぢ
き
な
し
ゃ
。

「
海
業
」
も
こ
と
た
が
へ
り
。
詩
賦
に
も
用
ゆ
ま
じ
き
こ
と
に
ぞ
。
「
サ
ク
ラ
」
と

は
、
こ
の
木
の
本
称
な
れ
ば
、
す
べ
て
大
小
諸
種
を
あ
は
せ
て
い
ふ
ベ
し
。
「
カ
パ
」

と
は
「
皮
」
て
ふ
心
な
る
べ
し
。
皮
の
用
、
わ
き
で
よ
ろ
し
き
を
「
カ
パ
ザ
ク
ラ
」
と

い
ひ
、
八
重
に
さ
く
を
「
ヤ
ヱ
ザ
ク
ラ
」
と
い
ひ
、
彼
岸
会
に
さ
く
を
「
ヒ
ガ
ン
ザ
ク

ラ
」
と
い
ふ
。
名
と
氏
と
同
独
の
わ
か
ち
あ
る
が
ご
と
し
。
お
し
な
べ
て
い
へ
ば
み
な

み
な
ひ
と
つ
「
サ
ク
ラ
」
な
り
け
り
。
「
サ
ク
ラ
」
す
な
は
ち
「
樺
」
に
こ
そ
。

〔
以
下
、
「
5
な
り
と
ぞ
」
ま
で
手
稿
本
で
は
貼
り
紙
〕

今
の
世
に
「
山
桜
」
と
い
ふ
は
、
里
に
で
わ
か
れ
た
る
一
種
な
り
。
古
歌
に
よ
め
る

「
山
桜
」
に
あ
ら
ず
。
今
、
吉
野
蔵
王
堂
よ
り
下
麓
ま
で
の
花
は
里
人
の
う
へ
た
る
今

の
「
山
桜
」
な
り
。
ま
こ
と
の
吉
野
山
の
「
山
桜
」
に
あ
ら
ず
。
大
和
の
宇
多
郡
山
中

に
白
き
花
の
桜
お
ほ
し
。
其
あ
た
り
に
て
は
「
深
山
桜
」
と
い
ふ
。
其
色
、
梨
花
の
ご

と
し
。
青
み
さ
へ
そ
ひ
た
り
。
こ
れ
ぞ
ま
こ
と
の
吉
野
の
桜
な
り
け
り
。
即
、
「
樺
」

な
る
べ
し
。
安
禅
よ
り
上
、
天
嶺
道
と
い
ふ
あ
た
り
に
も
大
木
の
桜
あ
り
と
い
ふ
。
談

峯
よ
り
東
よ
き
が
峯
ま
で
一
里
ば
か
り
道
の
傍
に
大
木
多
し
。
二
囲
三
固
な
る
も
あ
り
。

い
づ
れ
も
「
様
」
な
る
べ
し
。
土
佐
て
ふ
ふ
る
き
画
に
吉
野
山
を
か
き
た
る
を
み
た
り

し
に
、
み
な
白
花
に
て
赤
き
に
ほ
ひ
は
す
こ
し
も
な
し
。
今
様
は
し
か
ら
ず
。
筆
も
世

に
つ
れ
て
か
は
れ
る
な
る
べ
し
。
近
き
こ
ろ
よ
り
池
田
の
里
の
あ
た
り
、
李
を
お
ほ
く

植
た
り
。
花
の
盛
な
る
こ
ろ
伊
丹
の
里
よ
り
な
が
む
れ
ば
、
ま
こ
と
に
雪
と
の
み
ぞ
あ

や
ま
た
る
。
昔
の
「
山
桜
」
も
か
か
る
な
が
め
と
思
ひ
し
ら
る
る
。
も
し
今
の
「
山
桜
」

$ 

な
り
せ
ば
、
人
丸
が
目
に
雲
と
は
見
え
が
た
か
る
べ
し
ゃ
。
雲
一
と
見
、
雪
と
疑
ふ
も
、

ひ
た
す
ら
に
白
き
故
に
あ
ら
ず
や
。

「
山
桜
」
と
は
別
種
の
名
な
り
。
「
八
重
」
「
彼
岸
」
に
対
し
て
い
ふ
。
古
歌
に
出
た

る
は
皆
し
か
な
り
。
今
の
世
の
「
山
桜
」
て
ふ
名
と
こ
こ
ろ
は
お
な
じ
。
「
山
に
咲
た

る
桜
」
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
世
に
い
ふ
山
桜
に
大
木
な
し
。
寿
も
短
か
し
と
は
里
の

「
山
桜
」
に
あ
ら
ず
。

「
山
桜
」
な
り
。
ま
こ
と
の

蔵
王
堂
よ
り
下
に
桜
を
植
た
る
は
今
よ
り
二
百
齢
年
前
な
り
と
ぞ
。
摂
州
平
野
郷
の

末
吉
氏
こ
れ
植
け
ん
人
な
り
と
ぞ
。

〔
以
下
、
『
i
兵
衛
丞
殿
」
ま
で
貼
り
紙
〕

御
寄
進

桜
一
万
本
植
置
林
道
作
申
候
。
依
而
御
施
物
青
銅
百
貫
文
儲
ニ
請
度
申
候
。
猶
与
介
殿
可
有
演
説

候
。
以
上

天
正
七
年
己
卯
十
二
月
吉
日

重
介

名
判

界

々

新
介

々

権
丞

々

左
近
兵
衛

々

F
D 

F
D 

甚
大
夫

々

向島
介

々

右
衛
門

々

図
書

々

勘
丞

々

摂
州
平
野
末
吉
勘
兵
衛
丞
殿

【
校
勘
】

O
天
・
:
「
大
」
の
は
ず
。

O
い
ふ
・
:
懐
徳
堂
本
は
こ
の
後
に
「
あ
り
其
」
が
あ
る
。

O
見
え
:
・
懐
徳
堂
本
「
み
え
」
。

O
演
説
:
・
懐
徳
堂
本
「
演
舌
」
。

六
朝
の
こ
ろ
江
南
に
噴
翠
観
と
い
ふ
道
官
あ
り
け
り
。
こ
の
庭
に
「
理
華
」
と
い
ふ

名
木
あ
り
、
よ
り
て
観
の
名
と
も
せ
し
な
り
。
天
下
に
唯
ひ
と
木
の
花
な
り
。
ま
こ
と

の
「
花
」
と
い
ふ
に
た
が
は
ず
。
花
の
こ
ろ
は
遠
近
の
人
つ
ど
ひ
来
て
め
で

に
「
噴
」



い
と
ふ
る
き
木
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
「
寝
」
て
ふ
玉
は
今
い
ふ
璃
瑠
な
め

り
。
白
き
に
薄
紅
を
い
ろ
ど
り
た
り
。
か
の
花
こ
れ
に
似
た
る
に
こ
そ
。
惰
燭
帝
の
世

と
な
り
て
者
の
あ
ま
り
に
、
こ
の
名
花
を
な
が
め
ん
と
て
、
み
や
こ
よ
り
千
鶴
里
の
問
、

川
を
ほ
り
、
道
を
つ
く
ら
せ
け
り
。
前
の
年
よ
り
こ
の
い
そ
ぎ
に
て
、
天
が
下
ゆ
す
り

て
民
の
な
げ
き
と
な
れ
り
け
る
。
さ
て
春
に
な
り
て
、
み
ゆ
き
な
り
け
る
。
か
の
川
に

龍
舟
を
う
か
べ
な
ど
し
た
り
け
れ
ど
、
い
と
は
る
け
き
道
に
し
あ
れ
ば
や
う
や
う
春
の

な
か
ば
過
る
こ
ろ
観
の
こ
な
た
十
里
ば
か
ん
江
都
と
い
ふ
処
に
つ
き
ぬ
。
や
が
て
人
を

馳
て
花
の
や
う
を
と
は
せ
給
ひ
し
に
、
「
其
あ
け
の
日
な
ん
盛
な
る
べ
し
」
と
奏
し
け

れ
ば
、
場
帝
よ
ろ
こ
び
て
、
「
旅
の
つ
か
れ
は
さ
る
こ
と
な
れ
ど
、
か
か
る
企
を
な
し

て
花
の
盛
に
お
く
れ
な
ぽ
い
と
口
惜
か
る
べ
し
。
あ
く
る
朝
の
横
雲
に
つ
れ
て
観
に
い

た
れ
」
と
勅
を
下
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
も
ろ
も
ろ
の
つ
か
さ
づ
か
さ
ゐ
も
ね
ず
し
て
い

と
な
み
い
そ
ぎ
け
る
に
、
こ
の
夜
、
う
し
み
っ
す
ぐ
る
こ
ろ
、
遅
に
そ
ら
か
き
く
も
り

雨
う
ち
そ
そ
ぎ
て
風
の
お
と
い
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
「
か
く
て
は
い
か
が
」
と
人

み
な
す
こ
し
う
ち
た
め
ら
ふ
を
、
場
帝
気
を
い
ら
ち
て
「
何
条
さ
る
こ
と
や
は
あ
る
べ

き
。
風
神
雨
師
の
朕
が
た
め
に
道
を
清
む
る
に
こ
そ
あ
な
れ
、
い
か
で
朕
に
あ
だ
を
な

す
べ
き
。
と
く
車
を
い
だ
せ
よ
」
と
て
雨
風
を
つ
き
で
か
け
出
し
給
ふ
。
従
者
な
ど
は
、

こ
ろ
び
、
た
ふ
れ
て
、
あ
さ
ま
し
き
ま
で
に
ぞ
あ
り
け
る
。
辰
の
時
ば
か
り
に
観
に
い

た
り
っ
き
ぬ
。
さ
て
其
庭
に
は
水
た
た
へ
て
、
泥
わ
き
か
へ
り
、
花
は
ひ
と
ひ
ら
も
な

か
り
け
り
。
あ
な
あ
や
し
と
観
の
道
士
を
め
し
い
で
て
其
ゃ
う
を
た
づ
ね
た
ま
へ
ば
、

道
士
謹
て
奏
す
ら
く
、
「
よ
ベ
の
雨
風
の
は
げ
し
さ
な
ん
、
魔
風
に
や
お
は
す
べ
き
。

こ
の
処
に
て
は
聞
も
お
よ
ば
ぬ
わ
ざ
な
り
や
。
さ
れ
ば
夜
の
ま
に
花
は
の
こ
り
な
く
散

さ
ぶ
ら
ひ
し
」
と
申
。
燭
帝
こ
れ
を
聞
て
逆
鱗
甚
し
く
「
天
帝
地
祇
も
朕
が
か
か
る
企

ま
ど
ひ
ぬ
。

を
し
ろ
し
め
さ
ぬ
こ
と
は
あ
ら
じ
を
、
こ
と
は
り
な
く
朕
が
一
日
の
遊
覧
を
妨
給
ふ
べ

き
や
う
な
し
。
さ
て
は
花
神
こ
そ
に
く
け
り
、
天
下
に
唯
一
木
の
名
花
な
り
と
、
わ
が

身
を
思
ひ
あ
が
り
て
、
万
乗
の
天
子
守
あ
ざ
む
き
風
神
雨
師
を
か
た
ら
ひ
て
、
朕
に
一

目
見
え
ぬ
や
う
に
わ
ざ
と
し
な
し
た
る
ぞ
、
い
と
い
と
に
く
き
し
わ
ざ
な
り
。
大
逆
と

や
い
は
む
、
無
道
と
や
せ
む
。
い
で
、
も
の
み
せ
ん
。
す
は
、
も
の
ど
も
、
こ
の
木
う

ち
き
れ
」
と
い
ふ
。
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、
数
百
人
の
つ
は
も
の
ど
も
、
斧
よ
鎖
よ
と
ひ
し

め
き
て
、
み
か
か
へ
も
あ
ら
ん
大
木
を
、
し
ば
し
が
ほ
ど
に
き
り
倒
し
、
枝
葉
ま
で
を

あ
つ
め
て
火
を
か
け
て
灰
と
な
し
け
る
。
こ
れ
よ
り
後
、
「
理
花
」
て
ふ
も
の
は
世
中

に
絶
は
て
け
る
と
な
む
。
い
か
な
る
花
な
り
と
は
も
の
に
も
く
は
し
く
は
見
え
ざ
り
け

れ
ば
力
な
し
。
あ
る
時
、
ふ
る
き
巻
物
を
見
た
り
し
に
、
道
土
の
、
「
噴
花
」
を
手
折

て
、
手
に
持
た
る
か
た
あ
り
。
其
花
も
葉
も
ま
さ
し
く
こ
こ
も
と
の
「
八
重
桜
」
な
り

け
り
。
こ
の
花
な
き
国
に
は
か
か
る
花
を
絵
に
か
き
た
る
も
あ
や
し
く
「
理
」
て
ふ
名

も
う
ち
お
き
が
た
し
ゃ
。
ま
た
、
江
都
は
か
し
こ
の
南
国
に
て
東
の
は
て
な
り
。
わ
が

国
の
西
の
は
て
と
は
波
路
ほ
ど
遠
か
ら
ず
、
気
候
も
同
じ
け
れ
ば
、
草
木
の
う
つ
り
わ

た
る
も
、
た
が
ひ
に
す
く
な
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
、
い
づ
れ
よ
り
移
り
し
は
し
ら
ね
ど
、

江
都
の
「
理
花
」
と
奈
良
の
「
八
重
桜
」
と
は
、
ま
た
く
お
な
じ
た
ね
な
り
と
思
ひ
な

り
ぬ
。
詩
賦
な
ど
う
ち
つ
け
に
桜
を
「
理
花
」
と
い
ひ
た
ら
ん
も
罪
な
か
る
べ
し
ゃ
。

n
b 

戸

h
u

【
校
勘
】

O
た
め
ら
ふ
・
:
懐
徳
堂
本
「
た
め
ろ
ふ
」
。

青
烏

青
雀

ウ
グ
ヒ
ス

〔
口
絵
〕

「
青
烏
氏
司
啓
」
と
『
春
秋
伝
』
に
見
え
た
り
。
げ
に
立
春
よ
り
鳴
烏
な
れ
ば
、
司

啓
の
官
に
名
づ
け
た
る
も
む
ベ
な
り
や
。
東
方
朔
が
「
西
王
母
の
使
な
り
」
と
い
へ
る

も
こ
の
青
烏
な
り
。
唐
詩
に
は
西
王
母
の
こ
と
に
よ
り
で
は
「
青
雀
」
と
も
い
へ
り
。

世
俗
に
用
ひ
な
れ
た
る
こ
と
に
は
あ
れ
ど
、
詩
賦
に
は
こ
れ
に
「
鴛
」

は
ひ
が
ご
と
に
こ
そ
。

の
字
を
用
ゆ
る



黄
鳥

黄
鶴

鴛

倉
庚

カ
ウ
ラ
イ
ウ
グ
ヒ
ス

二
〔
口
絵
〕

こ
の
国
に
な
き
烏
な
れ
ば
、
図
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
れ
ど
、
ふ
る
く
よ
り
よ
こ
な
ま
り

来
り
て
、
世
に
ま
ぎ
る
こ
と
多
け
れ
ば
な
む
。

海
業

甘
裳

沙
業

二
〔
口
絵
〕

こ
れ
も
図
に
及
ぱ
ぬ
も
の
な
れ
ど
、
世
に
あ
ら
ぬ
も
の
を
「
海
業
」
と
よ
ぶ
故
に
な

む。
い
に
し
へ
は
「
業
」
と
の
み
い
ひ
し
を
、
又
「
甘
業
」
「
沙
業
」
と
わ
か
ち
て
よ
ぶ
。

然
れ
ば
「
海
業
」
も
同
じ
く
「
業
」
の
別
種
な
ら
ん
。
「
海
」
の
字
を
添
た
る
は
い
か

な
る
や
し
ら
ね
ど
、
皆
古
の
「
業
」
な
り
と
は
し
ら
る
る
。

様

常
様

唐
様

ハ
ネ
ズ

『
万
葉
』
に
唐
様
花
と
か
き
て
「
ハ
ネ
ズ
」
と
よ
み
た
れ
ば
、
た
し
か
な
ら
ね
ど
も
、
此
を

和
名
と
す
べ
き
に
や
。
「
は
ね
ず
色
の
あ
か
裳
の
姿
」
と
つ
づ
け
た
れ
ば
、
「
け
し
」
に
は
あ
ら

じ。こ
の
木
に
和
名
な
し
。
近
き
世
に
わ
た
り
来
に
け
ら
し
。
世
に
「
カ
イ
ダ
ウ
」
と
よ

ぷ
は
あ
や
ま
り
て
「
海
業
」
の
文
字
を
此
に
あ
て
た
る
故
な
る
べ
し
。
こ
れ
は
ひ
が
ご

と
な
り
。
「
林
檎
」
「
来
禽
奈
」
「
マ
ル
メ
ロ
ク
ハ
リ
ン
」
な
ど
み
な
「
様
」
の
別
種
と

見
え
た
り
。
こ
れ
ら
皆
郷
俗
の
よ
び
来
れ
る
に
て
、
木
の
本
名
に
あ
ら
ず
。
ま
た
、
「
常

様
」
「
唐
様
」
と
い
ふ
も
其
わ
か
れ
は
あ
る
べ
け
れ
ど
、
そ
れ
ま
で
は
じ
ら
ず
。

「
リ
ン
ゴ
」
と
い
ふ
、
「
林
檎
」
の
転
立
固
な
る
べ
し
。
「
様
」
の
和
名
と
は
な
し
が
た

し
ゃ
。
か
か
る
こ
と
を
わ
き
ま
へ
し
れ
る
人
、
「
様
」
は
「
ザ
イ
フ
リ
」
な
り
と
い
へ

り
。
お
ろ
か
な
る
心
に
て
、
此
を
あ
た
ら
ず
と
思
ふ
こ
と
は
、
古
詩
に
「
何
彼
穂
失
、

唐
様
之
華
」
と
見
え
た
り
。
す
ぐ
れ
て
、
穂
盛
華
麗
の
花
な
ら
で
は
此
に
か
な
は
ず
。

ま
た
い
ふ
、
「
威
儀
様
々
、
不
可
選
今
」
。
ま
こ
と
に
美
麗
な
れ
ば
こ
そ
、
「
様
」
を
か

り
で
美
人
の
姿
を
か
た
ど
り
け
れ
。
「
ザ
イ
フ
リ
」
に
は
か
か
る
ひ
か
り
は
あ
ら
じ
も

の
を
。
又
い
ふ
、
「
常
様
之
華
、
偏
其
反
而
」
。
花
の
茎
長
く
梨
樺
の
ご
と
し
と
み
ゆ
。

「
常
様
之
華
、
郭
不
韓
々
」
と
も
い
へ
り
。
世
に
い
ふ
「
カ
イ
ダ
ウ
」
な
れ
ば
、
み
な

よ
く
か
な
へ
り
。

薮

カ
ガ
ミ
グ
サ

ワ
ノ
サ
ン
キ
ラ
イ

お
ほ
く
荒
野
山
坂
に
あ
り
。
墳
丘
の
景
物
に
ぞ
。
蔓
草
に
は
あ
ら
で
、
よ
く
ひ
ろ
が

り
た
ふ
れ
て
蔓
草
の
ご
と
し
。
刺
あ
り
。

円，.
p
h
u 

蔦

ツ
タ

四

寄
生
草

ヤ
ド
リ
ギ

羅
醇
の
類
に
て
よ
く
物
に
は
ひ
っ
た
ふ
故
に
「
ツ
タ
」
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
秋
は
築

紅
に
そ
め
て
落
る
な
り
。
ま
た
さ
ら
ぬ
も
あ
ト
。
そ
れ
は
「
キ
ヅ
タ
」
と
い
ふ
。
す
な

は
ち
「
藷
」
な
り
。

「
蔦
」
は
地
上
に
お
ひ
出
る
も
の
な
れ
ど
、
樹
木
に
よ
ぢ
の
ぼ
り
で
は
、
さ
き
ざ
き

足
を
お
ろ
し
、
樹
の
膚
に
ふ
み
い
れ
て
、
そ
こ
に
で
ま
た
根
を
お
ろ
せ
ば
、
も
と
の
根

は
き
り
そ
こ
な
は
れ
で
も
、
こ
の
草
は
か
れ
ず
。
故
に
「
寄
生
」
の
名
あ
る
な
り
。
人

の
、
家
を
う
し
な
ひ
て
、
外
の
家
に
す
み
て
、
人
に
か
か
り
て
世
を
す
ご
す
に
た
と
へ



た
る
な
ら
ん
。
又
た
ね
を
樹
の
皮
の
内
に
の
こ
し
て
そ
れ
よ
り
お
ひ
出
る
も
あ
る
べ
し
。

【
校
勘
】

O
も
あ
り
:
・
手
稿
本
は
も
う
一
つ
「
も
あ
り
」
あ
り
。

女
羅

松
蕗

寄
生
草

サ
ガ
リ
ゴ
ケ

四
〔
口
絵
〕

こ
れ
尤
寄
生
の
物
な
り
。
ふ
る
き
図
面
を
み
る
に
、
松
に
は
か
な
ら
ず
こ
の
草
か
か

れ
り
。
右
の
二
物
み
な
寄
生
の
名
あ
り
。
詩
賦
に
「
寄
生
草
」
と
い
ふ
は
二
物
を
お
し

こ
め
て
い
ひ
け
ら
し
。
な
を
女
嘉
を
主
と
す
べ
し
。
和
歌
に
は
「
や
ど
り
木
の
紅
葉
」

て
ふ
こ
と
あ
り
て
、
蔦
を
主
と
す
べ
し
。
こ
の
外
に
「
兎
糸
」
て
ふ
も
の
も
あ
れ
ど
寄

生
の
名
な
し
。

お
よ
そ
寄
生
に
昔
よ
り
二
流
あ
り
。
其
ひ
と
つ
は
草
本
な
り
。
「
蔦
」
「
女
羅
」
是
な

り
。
今
ひ
と
つ
は
木
本
な
り
。
桑
の
上
に
お
ひ
た
る
を
「
桑
寄
生
」
と
て
薬
に
入
な
り
。

ち
い
さ
き
物
な
れ
ど
木
類
な
り
。
か
ら
橘
に
似
て
葉
厚
し
。
実
も
か
ら
橘
の
ご
と
し
。

外
の
木
に
も
お
ひ
出
ベ
け
れ
と
、
そ
れ
は
「
桑
寄
生
」
の
名
な
し
。
こ
の
一
流
は
「
寄

生
木
」
と
名
づ
け
て
よ
ろ
し
か
る
べ
き
に
や
。
又
桑
の
捷
を
と
り
て
「
桑
寄
生
」
と
名

づ
く
る
も
あ
り
。
ひ
が
ご
と
な
め
り
。
「
メ
シ
マ
コ
プ
」
と
い
ふ
が
本
名
な
り
。
肥
前

の
女
島
よ
り
出
る
。
さ
て
木
本
は
薬
の
外
に
は
用
な
し
。
詩
歌
の
家
に
は
ひ
ん
な
し
ゃ
。

古
詩
に
「
蔦
与
女
謹
、
施
子
松
上
」
と
い
へ
り
。
蔓
延
の
物
な
ら
で
は
「
施
」
と
は

い
ふ
ま
じ
。
こ
れ
に
て
よ
く
わ
か
っ
ベ
し
。
ふ
る
き
詩
伝
に
「
蔦
、
寄
生
也
」
と
見
え

た
り
。
こ
れ
草
本
に
て
よ
く
あ
た
れ
り
。
さ
る
を
後
の
人
ま
た
此
を
と
き
わ
か
た
ん
と

て
木
本
も
で
か
き
み
だ
し
け
り
。
も
ろ
も
ろ
の
あ
や
ま
ち
み
な
か
か
る
類
な
り
け
り
。

梧
桐

ア
ホ
ニ
ヨ
ロ
リ

五

椅

ア
ホ
ギ
リ

二
字
に
て
一
木
の
名
な
り
。
お
よ
そ
物
も
て
物
を
さ
さ
へ
し
と
ど
む
る
を
「
支
吾
」

と
い
ふ
。
凡
も
て
人
の
体
を
支
吾
す
る
故
、
凡
を
名
づ
け
て
「
梧
」
と
い
ふ
。
「
梧
」

に
つ
く
り
て
よ
ろ
し
き
「
桐
」
な
れ
ば
、
其
木
を
「
梧
桐
」
と
い
ふ
な
り
。
も
と
「
桐
」

の
種
類
な
れ
ば
、
「
梧
」
の
字
を
そ
へ
て
わ
か
っ
な
め
り
。
「
梧
桐
」
を
わ
か
ち
て
二
木

と
す
る
は
あ
し
し
。
詩
中
に
「
碧
梧
」
な
ど
い
へ
る
は
略
言
な
り
。
こ
こ
の
論
に
は
あ

づ
か
ら
ず
。

担

カ
ン

五

木
理
屈
曲
し
て
裂
が
た
し
。
故
に
寄
幹
と
す
。
文
罪
人
の
械
と
す
。
其
械
を
「
カ
シ
」

と
も
「
カ
セ
」
と
も
よ
ぶ
な
り
。
木
の
名
よ
り
出
て
械
の
名
と
な
れ
る
か
、
械
の
名
よ

り
転
じ
て
木
の
名
と
な
り
し
か
い
づ
れ
な
ら
ん
。

こ
の
木
類
多
し
。
木
理
よ
く
通
り
た
る
も
あ
り
。
ま
こ
と
の
「
担
」
に
あ
ら
ず
。
「
木
」

辺
の
「
堅
」
は
な
き
文
字
な
り
。
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垣
衣

苔
衣

石
衣

コ
ケ
ゴ
ロ
モ

青
苔

コ
ケ

六
〔
口
絵
〕

こ
れ
は
常
に
庭
に
も
石
に
も
お
ふ
る
こ
け
な
り
。
そ
れ
が
垣
の
上
に
お
ひ
の
ぼ
り
て
、

き
ぬ
を
き
た
る
や
う
な
る
を
「
垣
衣
」
と
い
ふ
な
り
け
り
。
ふ
る
人
の
詩
に
書
た
る
は

み
な
こ
れ
な
り
。
陶
弘
景
よ
り
こ
の
か
た
、
ひ
と
つ
葉
の
や
う
な
る
草
を
「
垣
衣
」
と

名
づ
け
て
薬
に
い
れ
た
り
。
そ
れ
よ
り
し
て
こ
の
名
は
み
だ
れ
た
り
。

陶
弘
景
よ
り
後
の
詩
に
も
「
苔
衣
随
溜
転
」
は
梁
元
帝
な
り
。
「
雨
堵
陰
湿
長
苔
衣
」

は
楊
億
な
り
。
「
雨
多
青
合
是
垣
衣
」
は
陸
亀
蒙
な
り
。
地
に
あ
れ
ば
「
苔
衣
」
と
い



ふ
。
垣
に
あ
れ
ば
「
垣
衣
」
と
い
ふ
。
其
義
一
な
り
。

も。

石
に
あ
れ
ば
「
石
衣
」
と
い
ふ

葬

ア
サ
ガ
ホ

梼
同

六
〔
口
絵
〕

「
葬
」
「
僅
」
「
牽
牛
」
、
み
な
「
ア
サ
ガ
ホ
」
の
名
あ
り
。
朝
に
花
を
開
て
暮
に
萎
み

落
る
こ
と
の
お
な
じ
け
れ
ば
に
や
。

「
葬
」
は
、
今
い
ふ
「
木
芙
蓉
」
な
り
。
「
地
蓮
」
と
も
い
ふ
。
光
彩
は
「
僅
」
に
ま

さ
れ
り
。
『
詩
』
に
美
人
を
ほ
め
て
、
「
顔
如
葬
」
と
い
へ
る
「
撞
」
に
は
あ
ら
ざ
る
べ

し
。
「
撞
」
は
今
の
「
ム
ク
ゲ
」
な
り
。
ふ
る
く
よ
り
歌
に
よ
め
る
は
「
撞
」
と
「
葬
」

な
り
け
り
。
「
筆
牛
」
も
よ
み
た
れ
ど
、
近
き
世
よ
り
の
こ
と
に
ぞ
。
「
撞
」
に
も
い
と

う
る
は
し
き
花
な
る
も
今
は
あ
れ
ど
、
近
き
世
の
こ
と
に
て
、
昔
は
な
か
り
し
と
ぞ
問
。

握新蝶
挺腸螺

ヰ
モ
リ

七
〔
口
絵
〕

ト
カ
ゲ

ヤ
モ
リ

守
宮

こ
の
三
物
ま
ぎ
れ
や
す
し
。
図
に
て
考
ふ
べ
し
。

花
か
つ
み

八
〔
口
絵
〕

世
俗
に
「
ヲ
カ
カ
キ
ツ
バ
タ
」
と
い
ふ
草
あ
り
。
郷
名
に
や
。
場
師
の
み
だ
り
に
名

を
つ
け
た
る
に
で
も
あ
る
べ
し
。
こ
れ
「
花
か
つ
み
」
な
り
と
ぞ
。
「
あ
さ
か
の
沼
の
」

五
月
あ
や
め
の
や
う
に
屋
に
ふ
く
と
も
い
へ
り
。
こ
の
草
な
り
と
ぞ
。

と
よ
め
り
。

「
パ
レ
ン
」
と
は
こ
の
草
の
別
名
な
る
べ
し
。
軍
器
に
「
パ
レ
ン
」

り
。
ま
さ
し
く
こ
の
草
の
形
な
り
。

の
指
物
て
ふ
あ

〔
以
下
、
『
1
お
な
じ
」
ま
で
朱
筆
〕

或
云
、
世
に
「
花
菖
蒲
」
と
い
ふ
草
あ
り
。
是
ぞ
「
浅
香
沼
」
な
る
べ
き
。
こ
の
花
、

紫
あ
り
、
白
あ
り
。
お
よ
そ
は
「
お
か
か
き
っ
ぱ
」
と
一
類
に
て
、
葉
細
く
長
く
よ
く

真
の
菖
蒲
に
似
た
り
。
こ
の
説
ま
さ
る
べ
し
。

こ
の
紫
に
数
品
あ
り
。
「
カ
キ
ツ
バ
タ
」
に
よ
く
似
た
る
紫
あ
り
。
文
彩
も
お
な
じ
。

榛

サ
サ
グ
リ

シ
バ
グ
リ

八
〔
口
絵
〕

「
榛
似
栗
而
小
」
と
は
古
よ
り
の
定
説
な
り
。
陸
疏
に
「
宰
粟
叢
生
、
大
如
梓
子
。

中
仁
皮
子
形
色
与
栗
無
異
」
と
い
へ
り
。
諸
説
の
中
に
て
、
此
よ
く
か
な
へ
り
。
今
、

荒
野
山
坂
沙
岸
な
ど
に
荊
材
料
と
雑
は
り
お
ふ
る
も
の
な
り
。
故
に
地
あ
れ
て
道
路
の
ふ

さ
が
る
を
「
榛
蕪
」
と
い
ふ
。
「
荊
榛
」
と
も
い
ふ
。

「
サ
サ
グ
リ
」
と
は
「
小
栗
」
の
こ
こ
ろ
な
り
。
こ
れ
に
ま
た
大
小
あ
り
。
や
や
大

な
る
は
食
品
と
な
る
故
に
、
古
書
つ
ね
に
「
榛
」
「
栗
」
を
な
ら
べ
た
り
。
い
た
り
て

ち
い
さ
き
は
、
食
ふ
に
も
た
ら
ず
。
土
地
の
厚
薄
に
よ
り
で
な
る
べ
し
。
ベ
ち
の
物
に

は
あ
ら
ず
。
お
よ
そ
「
榛
」
の
味
は
「
栗
」
に
ま
さ
れ
り
。

ベ
ち
に
「
ハ
シ
パ
、
、
こ
と
い
ふ
木
あ
り
。
葉
に
鍛
あ
り
。
実
は
「
紐
」
の
ご
と
し
。

刺
殻
な
し
。
此
は
「
柄
」
の
字
あ
た
る
べ
し
。
「
栗
」
に
は
似
も
つ
か
ぬ
物
な
り
。
そ

れ
に
「
榛
」
の
字
を
あ
て
た
る
は
大
な
る
あ
や
ま
り
な
れ
ど
、
そ
の
あ
や
ま
り
も
も
ろ

こ
し
よ
り
と
く
わ
た
り
来
り
し
。
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莱

シ
ノ〈

九



荒
地
に
や
が
て
も
え
出
る
も
の
な
れ
ば
、
す
て
お
き
た
る
団
地
を
「
莱
回
」
と
い
ふ
。

「
闘
草
莱
」
て
ふ
語
も
あ
り
。
こ
の
草
一
た
び
も
え
出
れ
ば
、
日
々
に
ひ
ろ
が
り
漸
々

こ
な
た
に
来
る
草
な
れ
ば
、
「
来
草
」
て
ふ
心
に
て
「
莱
」
と
は
名
付
け
ら
し
。

「
シ
パ
」
に
「
芝
」
の
字
を
あ
て
た
る
は
ひ
が
ご
と
な
り
。
「
莱
」
を
「
よ
も
ぎ
」

と
よ
む
も
あ
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
み
な
ふ
る
き
謬
に
ぞ
。

蕪

九

荒
地
、
廃
宅
、
阪
塘
に
い
ち
は
や
く
も
え
出
る
草
な
り
。
こ
の
国
に
て
は
名
も
な
く
、

人
は
た
だ
草
と
の
み
よ
び
て
い
や
し
む
。

蔓
脊
の
類
に
「
蕪
議
円
」
あ
り
。
即
「
カ
ブ
ラ
」
な
り
。
「
カ
ブ
ラ
」
の
葉
よ
く
「
蕪
」

に
似
た
れ
ば
と
て
な
ん
、
「
蕪
脊
」
の
名
を
と
り
け
ら
し
。

お
ほ
く
も
え
つ
ら
な
る
故
、
「
平
蕪
」
の
称
あ
り
。
「
荒
蕪
」
と
も
い
ふ
。
よ
く
道
を

ふ
さ
ぐ
故
、
「
榛
蕪
」
の
称
あ
り
。
「
莱
蕪
」
と
も
い
ふ
。

近
俗
、
「
蕪
」
の
一
字
を
「
カ
ブ
ラ
」
と
よ
む
は
、
「
蕪
普
」
を
は
ぶ
き
て
い
ひ
な
ら

は
し
け
ら
し
。
さ
れ
ど
心
ゆ
か
ぬ
わ
ざ
な
り
や
。

勢

雲
雀

ヒ
パ
リ

十

告
天
子

天
鶏

天
鶴

「
天
鶴
」
は
『
爾
雅
』
に
出
た
り
。
然
る
に
こ
れ
を
「
天
筒
」
と
い
は
ば
さ
ら
に
趣

あ
ら
ん
を
、
「
鶴
」
は
誤
文
に
ゃ
あ
る
ら
ん
。

「
雲
雀
」
も
よ
き
名
な
り
。
星
局
錫
『
食
経
』
に
見
え
た
れ
ば
、
唐
の
名
な
り
。
詩

賦
な
ど
に
見
え
ざ
れ
ば
、
や
ま
と
ひ
ト
な
り
と
思
ふ
は
ひ
が
ご
と
に
ぞ
。

賜
鵡
螺

フ
メ
ツ

十

殻
の
顎
鵡
の
烏
に
似
た
れ
ば
ぞ
、

か
く
は
名
づ
け
け
ら
し
。

「
不
滅
貝
」

と
よ

世

ぶ
は
、

い
か
な
る
心
に
や
。

わ
れ
か
ら

貝

貝
光

コ
ヤ
ス
ガ
イ

十

も
ろ
こ
し
の
む
か
し
、
今
の
金
銭
の
や
う
に
亀
貝
を
用
ひ
た
り
。
其
貝
こ
れ
な
り
。

後
に
は
惣
名
と
な
れ
ど
も
、
も
と
は
一
物
の
名
な
り
。

「
ワ
レ
カ
ラ
」
と
は
「
破
殻
」
の
こ
こ
ろ
な
ら
ん
。
外
の
物
の
殻
の
わ
れ
た
る
や
う

に
み
ゆ
れ
ば
な
ん
、
こ
の
名
を
と
り
け
ら
し
。
こ
れ
を
和
歌
に
む
す
び
て
「
わ
れ
か
ら

な
く
」
と
つ
づ
け
た
り
。
海
中
の
物
な
れ
ば
藻
に
す
む
虫
と
い
ひ
か
け
た
る
の
み
ぞ
。

後
の
人
、
か
な
ら
ず
藻
の
中
に
て
鳴
虫
を
と
ら
へ
て
こ
の
歌
を
と
か
ん
と
す
る
は
、
い

と
か
た
は
ら
い
た
し
ゃ
。
「
ワ
レ
カ
ラ
」
は
貝
の
名
な
る
を
し
ろ
し
め
さ
ぬ
故
に
こ
そ
。
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藻

十

モ
其
類
あ
ま
た
あ
る
が
中
に
、
今
ゃ
う
の
き
ぬ
の
紋
に
す
り
た
る
「
か
ら
く
さ
」
て
ふ

も
の
こ
そ
、
ま
こ
と
の
「
藻
」
な
り
け
れ
。
も
と
は
唐
織
物
よ
り
う
つ
し
た
れ
ば
「
か

ら
く
さ
」
と
よ
ぶ
な
り
け
り
。
ま
た
其
本
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
表
服
十
二
章
の
内
の
藻
な

り
。
今
、
河
に
も
池
に
も
お
ほ
く
あ
り
。
も
ろ
こ
し
に
の
み
こ
の
草
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。

賎
が
屋
の
よ
る
の
物
に
さ
で
こ
の
紋
は
あ
る
な
り
。
い
と
か
た
じ
け
な
き
わ
ざ
な
り

や。



偶鳥島
鶴

ヌ
エ

ヨ
タ
カ

十
二
〔
口
絵
〕

鵠
同

フ
ク
ロ
ウ

ヅ
ク

こ
の
三
物
い
た
り
て
ま
ぎ
れ
や
す
し
。
諸
説
あ
や
ま
り
お
ほ
し
。
故
に
今
か
く
さ
だ

め
て
図
を
た
つ
る
も
、
お
こ
が
ま
し
ゃ
。

高

フ
ヂ

藁
同

藤

十
三
〔
口
絵
〕

ー
今
の
紫
花
・
白
花
の
「
藤
」
、
す
な
は
ち
「
高
」
な
り
。
此
外
に
も
な
を
諸
品
あ
る

べ
し
。
い
に
し
へ
「
藤
」
の
字
な
し
。
豪
文
も
あ
ら
ず
。
『
詩
』
に
お
ほ
く
「
葛
高
」

を
詠
ぜ
り
。
外
の
物
と
思
ふ
は
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
『
本
草
』
の
説
わ
ろ
し
。
漢
の
末
の

郭
瑛
い
へ
ら
く
「
江
東
人
呼
高
為
藤
。
似
葛
而
盤
大
」
。
こ
の
言
ま
こ
と
に
あ
た
れ
り
。

し
か
れ
ば
、
「
藤
」
と
は
呉
孫
権
の
時
よ
り
ぞ
い
ひ
は
じ
め
ぬ
ら
ん
。

「
葛
」
「
高
」
同
類
に
て
、
「
葛
」
は
総
名
と
も
な
れ
り
。
故
に
「
葛
」
を
「
ふ
ぢ
」

と
も
よ
め
り
。
今
に
て
も
河
内
国
葛
井
寺
を
「
ふ
ぢ
井
寺
」
と
よ
ぶ
な
り
。
姓
氏
お
よ

び
郡
邑
の
名
も
か
か
る
こ
と
お
ほ
し
。
然
れ
ば
、
「
藤
」
「
葛
」
も
て
織
た
る
布
は
い
づ

れ
と
わ
か
ち
い
ふ
に
お
よ
ぱ
ず
、
み
な
「
ふ
ぢ
布
」
な
る
べ
し
。

「
褐
、
毛
布
也
」
と
は
中
古
よ
り
定
ま
り
た
る
こ
と
ば
な
り
。
今
ま
で
異
説
な
し
。

然
る
に
世
中
に
「
褐
」
を
か
り
で
も
ろ
も
ろ
茶
色
な
る
も
の
を
「
褐
色
」
と
い
ふ
。
ま

た
「
茶
褐
色
」
と
も
い
へ
り
。
か
の
「
毛
布
」
は
獣
毛
も
て
織
た
る
布
、
今
い
ふ
「
ケ

ド
ロ
メ
ン
」
な
り
。
織
た
る
初
に
は
茶
色
な
し
。
鼠
色
ま
た
赤
ら
び
た
る
色
は
皆
染
色

な
り
。
是
よ
り
疑
は
お
こ
れ
る
な
り
。
「
藤
」
「
葛
」
も
て
織
た
る
布
は
細
な
る
を
「
締
」

と
い
ふ
。
其
次
を
「
絡
」
と
い
ふ
。
あ
ら
き
を
「
藤
布
」
と
い
ふ
。
其
品
に
上
下
は
あ

れ
ど
も
織
出
た
る
時
は
み
な
茶
褐
色
な
り
。
「
葛
」
の
布
な
れ
ば
、
其
冠
の
草
を
さ
り

て
か
た
は
ら
に
衣
を
す
わ
た
ら
ん
文
字
は
よ
き
製
な
る
べ
し
。
其
字
音
の
「
カ
ツ
」
を

や
は
ら
げ
て
「
カ
チ
」
と
よ
び
た
る
も
あ
し
か
ら
ず
。
故
に
、
「
褐
」
は
「
藤
」
「
葛
」

の
布
に
疑
ひ
な
し
。
「
毛
布
」
に
は
あ
ら
ず
。
「
褐
」
は
至
て
賎
き
者
の
服
な
り
。
「
藤
」

「
葛
」
を
織
た
る
ま
ま
に
て
、
き
れ
は
な
り
。
「
褐
寛
博
」
是
な
り
。
「
衣
褐
懐
玉
」
の

語
も
あ
り
。
和
歌
に
も
「
山
人
の
ふ
ぢ
衣
」
と
よ
め
り
。

布
の
染
色
に
「
カ
チ
」
あ
り
。
こ
れ
褐
色
な
り
。
茶
の
す
こ
し
黒
み
た
る
色
な
り
し
。

今
や
う
は
黒
に
過
た
り
。

喪
服
の
「
ふ
ぢ
衣
」
と
い
ふ
も
の
、
も
と
は
上
が
上
ま
で
か
の
山
人
の
「
ふ
ぢ
衣
」

に
て
あ
り
け
ら
し
。
後
の
世
に
ぞ
、
麻
布
を
薄
墨
に
て
染
る
こ
と
に
ぞ
な
り
け
ら
し
。

か
か
る
疑
ひ
を
腹
に
た
た
み
お
き
て
ほ
ど
も
な
く
消
う
せ
む
露
の
身
の
は
た
な
に
か
せ

ん
。
か
き
つ
け
お
き
な
ぱ
、
よ
く
物
を
わ
き
ま
へ
た
ら
ん
人
の
か
う
が
へ
く
さ
に
も
や

と
思
ふ
も
、
い
と
お
こ
が
ま
し
ゃ
。
お
よ
そ
此
巻
に
か
き
つ
ら
ね
た
る
大
か
た
は
、
し

か
な
り
。
さ
き
ざ
き
に
は
い
は
ず
。
も
し
『
本
草
』
て
ふ
巻
物
を
斧
に
ふ
り
て
き
り
た

だ
さ
ん
の
心
あ
ら
ん
人
は
、
初
よ
り
み
そ
な
は
す
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
。
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【
校
勘
】

O
え
・
:
手
稿
本
「
ゑ
」
。

O
こ
そ
・
:
懐
徳
堂
本
『
ぞ
」
。

穀

カ
ヂ

椿

十
三
〔
口
絵
〕

構

コ
ウ
ゾ

ユ
フ

こ
れ
は
今
の
世
に
紙
に
す
く
木
な
り
。
い
に
し
へ
は
こ
の
木
皮
を
と
り
て
布
に
織
た

り
。
此
を
「
自
に
ぎ
て
」
と
い
ふ
は
、
麻
布
を
「
青
に
ぎ
て
」
と
い
ふ
に
対
し
て
な
ん
。

な
ら
び
に
神
に
奉
る
時
の
名
な
り
。
常
に
人
の
服
に
す
る
も
の
ゆ
で
神
に
も
奉
る
な



り
。
神
に
奉
る
と
て
ベ
ち
に
つ
く
る
に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
に
「
木
綿
」
の
文
字
を
あ
て

た
る
は
昔
よ
り
の
謬
な
め
り
。
「
木
綿
」
は
「
自
民
」
と
て
外
国
に
あ
り
し
物
な
り
。

も
ろ
こ
し
に
も
こ
の
種
お
そ
く
わ
た
り
ぬ
。
ま
し
て
わ
が
国
に
て
「
白
髭
」
は
入
の
国

に
て
木
の
皮
も
て
織
た
る
物
に
て
、
其
名
を
「
木
綿
」
と
い
ふ
と
聞
ひ
が
み
て
、
や
が

て
わ
が
国
の
「
穀
布
」
に
一
「
木
綿
」
の
名
を
あ
て
た
る
な
め
り
。
こ
の
ま
ど
ひ
は
後
ま

で
も
と
け
が
た
し
ゃ
。
も
し
、
こ
の
「
木
綿
」
の
二
字
を
す
て
て
、
唯
「
ゆ
ふ
」
と
の

み
い
ひ
た
ら
ば
、
さ
は
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。

神
の
ぬ
さ
は
ら
ひ
の
「
し
で
」
「
し
め
縄
」
「
た
す
き
」
、
み
な
お
な
じ
物
な
り
。
穀

皮
の
糸
を
織
た
る
と
さ
ら
ぬ
と
の
み
。
「
穀
」
は
こ
と
に
物
を
ゆ
ひ
く
く
る
に
便
あ
り
。

故
に
「
ゆ
ふ
」
と
い
ふ
な
り
。
「
ゆ
ふ
」
は
「
結
束
」
の
義
な
り
。

「
穀
皮
」
の
こ
と
は
古
書
に
多
く
出
た
り
。
「
再
貢
」
に
「
東
夷
奔
服
」
と
い
へ
る

も
こ
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
。
人
の
よ
く
し
り
た
る
こ
と
な
れ
ど
、
ま
た
し
ら
ぬ
も
あ
る

ぺ
し
ゃ
と
て
、
ひ
と
つ
ふ
た
つ
左
に
あ
ぐ
。

『
古
語
拾
遺
』
臼
「
令
白
神
種
麻
以
為
青
和
幣
。
令
天
日
鷲
神
以
津
咋
見
神
穀
木
種
殖

之
以
作
自
和
幣
。
」
註
云
「
是
木
綿
也
。
」

又
日
「
令
天
富
命
率
日
鷲
命
之
孫
求
肥
壌
地
、
遣
阿
波
国
殖
穀
麻
種
、
其
商
今
在
彼
園
、

当
大
嘗
之
年
、
貢
木
綿
麻
布
。
」

上
古
は
「
穀
」
「
麻
」
の
二
種
の
み
を
服
と
せ
り
。
故
に
神
に
奉
る
に
も
唯
こ
の
二

種
な
り
け
り
。
「
穀
布
」
を
「
自
に
ぎ
て
」
と
い
ふ
。
「
麻
布
」
を
「
青
に
ぎ
て
」
と
い

ふ
。
「
に
ぎ
て
」
並
び
に
「
和
幣
」
と
か
き
た
り
。
其
後
、
蚕
烏
い
で
来
に
け
れ
ば
、

こ
の
島
を
も
神
に
奉
る
な
り
。
き
ぬ
を
「
に
ぎ
た
え
」
と
い
ふ
。
麻
を
「
あ
ら
た
え
」

と
い
ふ
。
こ
の
頃
よ
り
や
、
「
穀
布
」
は
幣
に
用
ひ
ぬ
に
ぞ
。
い
に
し
へ
の
「
に
ぎ
て
」

と
後
の
「
に
ぎ
た
え
」
と
は
其
物
お
な
じ
か
ら
ず
。
唯
其
言
の
よ
く
似
た
る
よ
り
、
人

の
惑
の
穿
と
は
な
れ
り
け
る
。
そ
も
そ
も
古
は
青
・
自
と
も
に
「
和
」
の
字
を
用
ゆ
。

「
穀
」
を
冬
服
と
し
、
「
麻
」
を
夏
服
と
す
。
あ
ま
り
精
粗
の
級
な
き
も
の
な
れ
ば
、

並
び
に
「
和
」
と
い
へ
り
。
「
和
」
は
嘉
名
な
り
。
稲
を
「
嘉
読
」
と
い
ふ
に
お
な
じ
。

き
ぬ
出
来
し
よ
り
、
麻
布
と
は
大
に
級
あ
り
け
れ
ば
、
「
和
」
を
き
ぬ
の
か
た
に
と
り

さ
だ
め
で
、
さ
て
「
和
」
に
対
し
て
麻
布
を
「
荒
」
と
い
ふ
。
「
荒
」
は
粗
な
り
。
「
和
」

は
精
な
り
。
時
々
の
い
ひ
ご
と
に
は
か
く
も
あ
る
べ
し
。

今
に
も
穀
布
は
土
佐
国
に
て
織
な
り
。
四
国
の
内
は
こ
れ
を
用
ゆ
。
名
を
「
太
布
」

と
い
ふ
。
外
の
国
に
て
は
し
ら
ず
ぞ
あ
る
ら
し
。

「
ゆ
ふ
し
で
」
は
、
穀
の
皮
を
裂
て
竹
の
末
に
ゆ
ひ
つ
け
て
塵
を
払
ふ
物
な
り
。
其

形
は
払
子
に
似
た
り
。
世
俗
に
用
る
「
采
幣
」
に
も
似
た
り
。
も
と
は
常
に
も
用
る
物

な
る
べ
し
。
神
社
に
て
は
、
み
や
っ
こ
ど
も
広
ま
へ
に
出
ん
と
て
は
ま
づ
こ
の
「
ゆ
ふ

し
で
」
を
と
り
て
わ
が
身
を
払
ふ
。
垢
識
を
去
て
身
を
き
よ
む
る
心
な
る
べ
し
。
今
、

神
の
御
ま
へ
に
杖
の
末
に
白
紙
を
き
り
か
け
て
「
幣
」
と
よ
ぶ
物
あ
り
。
こ
れ
は
昔
の

「
和
幣
」
の
変
形
な
り
。
そ
れ
に
ま
た
「
ゆ
ふ
し
で
」
を
あ
つ
ら
へ
つ
け
て
、
み
や
っ

こ
の
身
を
清
む
る
姿
は
残
り
た
れ
ど
、
神
に
奉
る
物
は
な
し
。
唯
ね
ぎ
ご
と
を
申
時
の

手
ま
さ
ぐ
り
に
な
む
。
世
中
の
う
つ
り
か
は
る
事
は
み
な
か
か
る
た
ぐ
ひ
な
り
。
お
よ

そ
今
の
物
を
本
と
し
て
古
へ
を
か
た
る
は
大
な
る
ひ
が
ご
と
に
こ
そ
。
今
の
紙
は
上
古

よ
り
あ
り
な
ど
い
ふ
人
も
世
に
は
あ
り
と
か
や
。
わ
れ
ら
が
凡
智
の
し
ら
ぬ
こ
と
に
ぞ
。

ゆ
ふ
し
め
縄
は
穀
の
皮
を
縄
に
な
ひ
て
引
は
へ
た
る
の
み
ぞ
、
む
か
し
の
姿
な
り
け

る
。
処
々
の
物
を
む
す
び
つ
け
た
る
物
に
は
あ
ら
ず
か
し
。

「
ゆ
ふ
だ
す
き
」
は
い
ま
竃
屋
に
つ
か
へ
ま
つ
る
奴
埠
の
肩
に
か
く
る
物
と
そ
の
形

は
か
は
る
こ
と
な
し
。
穀
皮
の
糸
を
縄
に
な
ひ
て
肩
に
か
け
、
袖
を
引
あ
つ
む
る
物
な

り
。
神
供
奉
る
時
に
用
ゆ
。
斎
誠
に
か
か
る
こ
と
な
し
。
今
は
自
民
を
た
ち
て
細
き
帯

の
ご
と
く
輸
に
ま
は
し
て
領
に
か
け
て
放
を
も
な
し
、
祢
ぎ
ご
と
を
も
す
る
。
こ
れ
を

名
づ
け
て
「
ゆ
だ
す
き
」
と
い
ふ
。
火
宅
僧
の
輪
袈
裟
に
似
た
り
。
古
へ
に
聞
も
及
ば

ぬ
物
に
ぞ
。
い
か
な
る
わ
ざ
に
や
あ
ら
ん
、
こ
れ
ら
を
も
神
秘
と
い
ふ
な
れ
ば
せ
む
か

た
な
し
。
あ
や
し
の
世
や
。
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世
に
「
梶
」
と
い
ふ
木
あ
り
。
七
夕
の
供
に
用
ゆ
。
き
ぬ
の
紋
に
も
す
る
な
り
。
「
梶
」

は
も
ろ
こ
し
に
な
き
文
字
な
り
。
「
カ
ヂ
」
と
よ
む
、
す
な
は
ち
「
穀
木
」
な
り
と
ぞ
。

地
名
の
「
梶
原
」
は
「
構
原
」
の
あ
や
ま
り
に
で
も
や
あ
ら
ん
。

「
拷
」
は
無
文
字
な
り
。
古
歌
に
こ
れ
を
「
タ
ク
」
と
よ
む
。
け
だ
し
是
も
「
椿
」

の
靴
文
な
る
べ
し
。
「
拷
縄
」
と
は
椿
皮
を
さ
き
て
つ
く
り
た
る
縄
な
る
べ
し
。

古
歌
に
「
あ
ら
た
え
の
藤
」
と
お
ほ
く
よ
み
つ
づ
け
た
り
。
「
あ
ら
た
え
」
は
麻
を

本
と
す
れ
、
藤
葛
の
服
も
「
あ
ら
た
え
」
の
名
あ
り
。
然
れ
ば
椿
服
も
「
あ
ら
た
え
」

の
う
ち
な
る
べ
し
。

【
校
勘
】

O
髭
・
:
原
文
で
は
左
を
「
畳
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

O
き
よ
・
:
懐
徳
堂
本
「
清
」
。

O
「
拷
」
は
無
文
字
な
り
・
:
以
下
、
手
稿
本
は
「
花
か
つ
み

重
複
削
る
ベ
し
・
:
」
を
隠
す
貼
り
紙
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
後
に
書
き
足
さ
れ
た
も
の
な
の
で

O
こ
そ
・
:
懐
徳
堂
本
「
ぞ
」
。

あ
ろ
う
。

す
み
れ

ゲ
ン
ゲ

十
四

「
ス
ミ
レ
」
に
二
種
あ
り
。
お
な
じ
く
紫
と
は
い
へ
れ
ど
、
花
の
色
あ
か
み
が
ち
な

る
は
、
世
に
「
ゲ
ン
ゲ
」
と
い
ふ
。
古
へ
「
ス
ミ
レ
」
と
の
み
い
ひ
し
は
大
か
た
は
「
ゲ

ン
ゲ
」
な
り
け
り
。
「
春
の
野
に
す
み
れ
つ
み
に
」
な
ど
と
お
ほ
く
よ
め
り
。
こ
の
花

お
ほ
か
る
処
は
紫
の
雲
に
た
と
へ
た
り
。
玉
城
の
西
北
に
「
紫
野
」
あ
り
。
こ
の
花
お

ほ
か
り
し
よ
り
名
を
と
り
た
る
な
ら
ん
。

つ
ぽ
す
み
れ

十
五

こ
れ
は
、
花
の
い
ろ
、
青
み
が
ち
な
り
。
花
の
下
に
腕
あ
り
。
わ
ら
は
ベ
の
す
ま
ゐ

と
ら
す
る
物
な
り
。
こ
れ
も
歌
に
よ
め
り
。

著

/、

ギ

メ
ド

十

昔
よ
り
「
ハ
ギ
」
に
「
萩
」
の
字
を
用
ゆ
。
文
字
の
形
は
似
合
た
る
や
う
な
れ
ど
、

ひ
が
ご
と
に
こ
そ
。
も
ろ
こ
し
に
「
萩
」
の
字
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
「
椴
」
に
お

な
じ
く
木
の
名
な
り
け
り
。
こ
の
草
は
い
づ
こ
に
も
野
山
に
お
ほ
き
も
の
な
れ
ど
、
か

の
国
に
て
は
こ
れ
を
め
づ
る
こ
と
な
し
。
唯
、
古
詩
に
「
浸
彼
直
著
」
と
詠
じ
た
り
。

す
な
は
ち
「
ハ
ギ
」
な
り
け
り
。
あ
つ
ま
り
お
ほ
る
も
の
故
に
「
菅
著
」
と
い
へ
り
。

う
ら
か
た
の
「
メ
ド
」
て
ふ
物
も
是
な
め
り
。
喧
著
な
れ
ば
、
一
む
ら
う
ち
き
り
て
も

五
十
茎
あ
る
べ
し
。
ふ
と
き
ほ
そ
き
心
の
ま
ま
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
う
ら
か
た
の
用

は
数
を
か
ぞ
ふ
る
の
み
。
草
の
性
に
よ
ら
ね
ど
、
目
の
前
に
ゑ
や
す
き
草
を
と
る
べ
し
。

あ
な
が
ち
に
ゑ
が
た
き
も
の
を
か
な
た
こ
な
た
た
づ
ね
む
や
う
な
し
。
後
の
人
は
い
づ

ー 63 -

く
の
山
の
お
く
、
浜
の
く
ま
に
ま
こ
と
の
「
メ
ド
ハ
ギ
」
な
ん
あ
る
と
あ
ら
そ
ひ
い
ふ

め
り
。
い
と
か
た
は
ら
い
た
し
ゃ
。

『
古
今
集
』
の
「
め
ど
に
け
づ
り
花
」
て
ふ
こ
と
も
あ
ら
そ
ひ
の
種
に
や
。
花
瓶
に

掌

花
を
さ
す
に
其
か
た
ぶ
き
た
ふ
れ
ぬ
や
う
に
と
て
ハ
ギ
を
一
束
っ
か
ね
て
、
か
づ
ら
に

て
ゆ
ひ
、
ま
づ
瓶
の
腹
に
い
れ
お
き
て
花
を
其
聞
に
さ
す
、
是
を
「
メ
ド
」
と
い
ふ
な

り
。
茎
の
問
自
の
通
り
で
す
き
ま
あ
れ
ば
「
メ
ド
」
と
い
ふ
な
り
。
然
れ
ば
、
「
う
ら

か
た
」
の
外
の
名
に
ぞ
あ
り
け
る
。
今
の
世
に
は
藁
を
つ
か
ね
て
瓶
に
い
る
る
、
其
名

を
「
コ
ミ
」
と
い
ふ
。
便
利
大
に
お
と
れ
り
。
昔
や
ん
ご
と
な
き
あ
た
り
に
仏
名
て
ふ

斎
会
あ
る
時
は
か
な
ら
ず
「
勢
綜
花
」
を
仏
前
に
奉
る
こ
と
な
り
。
こ
と
お
は
り
て
後

は
、
其
花
を
メ
ド
と
も
に
お
ろ
し
て
、
人
の
も
て
あ
そ
び
物
と
す
。
『
古
今
集
』
な
る



は
是
な
り
け
り
。
「
け
づ
り
花
」
即
「
費
綜
花
」
な
り
。
「
天
竺
花
」
「
胡
枝
花
」
な
ど

の
異
名
は
あ
た
れ
る
や
い
な
や
し
ら
ね
ど
も
、
皆
後
の
世
の
郷
名
な
れ
ば
、
と
ま
れ
か

く
ま
れ
。

【
校
勘
】

O
れ
:
・
懐
徳
堂
本
は
、
も
う
一
つ
「
れ
」
あ
り
。

O
ね
ど
・
:
懐
徳
堂
本
は
「
ぬ
と
」

に
見
え
る
。

O
に
・
・
・
手
稿
本
な
し
。

略
蜂

キ
リ
ギ
リ
ス

十
ノ、

「
コ
ウ
ロ
ギ
」
は
い
づ
か
た
に
も
お
ほ
し
。
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
に
あ
ら
ず
。
ま
た
「
ハ

タ
ハ
タ
」
を
と
ら
へ
て
「
キ
リ
ギ
リ
ス
」
と
い
ふ
も
ひ
が
ご
と
な
め
り
。
大
和
国
に
は

今
も
あ
り
。
「
ヤ
マ
コ
ウ
ロ
ギ
」
と
い
ふ
。
豊
後
国
に
て
は
「
キ
ナ
ヅ
ツ
」
と
い
ふ
。

よ
く
た
た
か
ふ
。

こ
の
む
し
「
コ
ウ
ロ
ギ
」
よ
り
形
大
に
て
健
な
り
。
声
高
く
し
て
よ
く
す
め
り
。

荒
蘭

ユ
ウ
ガ
ホ

十
七

お
よ
そ
組
組
の
類
、
大
小
に
よ
ら
ず
、
白
き
花
さ
く
を
お
し
な
べ
て
「
夕
顔
」
と
よ

び
て
歌
に
も
よ
む
は
近
き
世
の
こ
と
な
り
。
い
づ
れ
も
夕
が
け
て
咲
物
な
れ
ば
さ
る
べ

き
こ
と
と
思
は
る
れ
ど
、
は
た
、
し
か
ら
ず
か
し
。
な
べ
て
い
づ
か
た
に
も
あ
る
べ
き

も
の
に
て
は
、
『
源
氏
』
夕
顔
の
巻
の
こ
と
は
通
ぜ
ず
。
土
佐
の
絵
、
後
藤
の
彫
物
を

見
よ
。
皆
い
に
し
へ
の
「
夕
顔
」
に
て
、
「
組
組
」
に
は
あ
ら
ず
。

古
詩
に
「
荒
蘭
」
の
実
を
「
踊
蝶
」
に
た
と
へ
た
る
、
即
、
「
タ
が
ほ
」
な
り
け
り
。

実
の
末
の
と
が
り
た
る
よ
り
な
り
さ
が
り
た
る
形
、
「
保
鵬
」
に
よ
く
似
た
り
。
ま
た
、

み
つ
よ
つ
な
ら
び
て
な
り
さ
が
り
た
る
、
「
侃
諜
」
に
よ
く
か
な
へ
り
。

こ
の
実
食
ふ
ベ
し
。
故
に
世
に
も
「
丁
子
」
「
茄
子
」
と
も
よ
ぶ
。

旧
解
に
「
荒
蘭
」
を
-
「
羅
摩
」
な
り
と
い
ふ
。
さ
れ
ど
、
「
羅
摩
」
の
実
を
ふ
た
つ

に
わ
れ
ば
舟
の
ご
と
し
。
か
つ
て
縞
諜
の
形
を
見
ず
。
か
く
て
は
『
詩
』
の
比
輿
は
あ

だ
物
に
ぞ
。
い
と
久
し
き
謬
な
め
り
。

蛇

ク
チ
ナ
ハ

十
八

ハ
エ

古
書
に
「
さ
ば
え
な
す
あ
ら
ぶ
る
神
」
と
い
ふ
こ
と
ば
あ
り
。
五
月
は
蛇
の
お
ほ
く

出
て
諸
虫
を
食
ふ
こ
と
の
盛
な
れ
ば
、
「
五
月
蛇
」
と
い
ひ
た
る
な
り
。
縄
を
引
は
え

た
る
形
な
れ
ば
、
蛇
は
「
は
え
」
の
名
あ
る
べ
し
。
今
、
か
の
記
録
ど
も
、
皆
、
「
五

月
蝿
」
と
書
た
る
故
、
人
、
皆
、
蚊
蝿
の
蝿
と
お
も
へ
り
。
さ
て
、
解
説
み
な
み
な
た

が
へ
り
。
「
蝿
」
は
「
蛇
」
の
詩
文
な
る
べ
し
。
或
は
「
縄
」
に
似
た
る
虫
な
り
と
て
、

「
糸
」
を
さ
り
て
「
虫
」
を
す
え
て
蚊
蝿
に
は
心
づ
か
ざ
り
し
に
や
。
又
、
古
記
に
素

葺
烏
尊
の
「
天
叢
雲
銅
」
の
異
名
に
、
「
天
蝿
斬
銅
」
あ
り
。
か
の
八
岐
蛇
を
蚊
蝿
と

い
ふ
べ
き
や
う
な
し
。
蝿
ま
た
飼
も
て
斬
ベ
き
物
に
あ
ら
ず
。
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媛

マ
ム
シ

ヘ
ピ

十
八

ハ
ミ

「
ハ
、
、
こ
も
「
ヘ
ピ
」
も
「
反
鼻
」
の
転
音
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
今
は
「
ヘ
ビ
」

は
こ
の
類
の
総
名
と
な
れ
り
。

た
け
短
か
く
、
尾
の
末
ふ
と
く
、
刀
に
て
う
ち
き
り
た
ら
ん
や
う
な
る
こ
そ
、
ま
こ

• 

と
の
岐
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
今
の
世
は
こ
の
ゑ
ら
び
な
き
故
、
薬
に
効
な
し
。



【
校
勘
】

O
ぞ
:
・
懐
徳
堂
本
な
し
。

水
蝿

カ
ハ
タ
ラ
ウ

カ
ハ
ツ
ハ

十
九
〔
口
絵
〕

河
童

い
づ
こ
に
も
あ
る
も
の
な
れ
ど
、
こ
と
の
外
、
足
は
や
く
て
人
に
と
ら
る
る
こ
と
ま

れ
な
り
。
「
河
辺
に
児
を
篭
に
と
ら
れ
し
」
と
い
ふ
は
大
か
た
は
こ
の
物
な
り
け
り
。

九
州
に
は
殊
に
お
ほ
し
。

【
校
勘
】

O
か
た
:
・
懐
徳
堂
本
「
形
」
。

【
参
考
】
こ
れ
に
対
応
す
る
『
左
九
羅
帖
』
の
画
は
、
懐
徳
堂
本
と
中
之
島
本
で
違
う
。
後
者
は

以
下
の
『
河
童
図
」
に
よ
る
。

〔
中
之
島
本
に
以
下
の
貼
り
紙
あ
り
(
手
稿
本
、
慎
徳
堂
本
な
し
)
〕

享
和
辛
酉
水
戸
浦
所
捕
河
童
図

当
六
月
朔
目
、
水
戸
滞
よ
り
上
げ
候
河
童
、
丈
三
尺
五
寸
余
、
重
サ
拾
武
貫
目
有
之
候
。
殊
之
外
、

形
よ
り
重
く
御
座
候
。
海
中
に
て
赤
子
の
鳴
声
彩
敷
い
た
し
侯
問
、
猟
師
の
船
に
て
乗
廻
り
候
得

ば
、
海
の
底
に
て
御
座
候
故
、
網
を
下
し
候
へ
ば
、
い
ろ
い
ろ
の
芦
仕
候
。
夫
よ
り
さ
し
網
を
引

-
廻
り
候
へ
ば
、
鰯
網
の
内
へ
拾
四
五
疋
入
申
候
、
お
ど
り
出
、
お
ど
り
出
、
逃
申
候
。
船
頭
ど
も

棒
か
ひ
杯
に
て
打
候
へ
ば
、
ね
ば
り
付
、
一
向
に
か
ひ
杯
き
き
不
申
候
。
そ
の
内
、
壱
疋
、
船
の

中
へ
飛
込
候
故
、
と
ま
杯
押
か
け
、
其
上
よ
り
た
た
き
打
殺
し
申
候
。
其
節
ま
で
や
は
り
赤
子
の

鳴
声
致
申
候
。
河
童
の
鳴
声
は
赤
子
の
鳴
声
同
様
に
御
座
候
。
打
殺
候
節
、
鹿
を
こ
き
申
候
。
誠

に
湛
が
た
き
に
ほ
ひ
に
て
船
頭
杯
後
に
煩
ひ
申
候
。
打
候
俸
か
ひ
杯
青
く
さ
き
匂
ひ
い
ま
だ
去
り

-

不
申
候
。
尻
の
穴
三
つ
有
之
候
。
惣
体
骨
な
き
様
に
見
得
、
鹿
の
音
は
い
た
さ
ず
、
す
っ
す
っ
と

計
申
候
。
打
候
得
ば
、
首
は
胴
の
中
へ
八
分
程
入
申
候
。
胸
か
た
張
出
し
脊
む
し
の
如
く
に
御
座

候
。
死
し
骨
首
引
込
不
申
候
。
当
地
に
て
度
々
捕
へ
吟
此
度
上
り
候
程
、
大
き
な
る
重
き
は

只
今
迄
上
り
不
申
候
。
珍
敷
侯
間
申
進
候
。

巳
上

【
校
勘
】
*
『
日
本
随
筆
大
成
』
『
大
国
南
畝
全
集
』
と
の
異
同
を
示
す
。

O
上
げ
・
:
「
上
り
」
。

O
下
し
・
:
「
下
し
申
」
。

O
引
廻
り
:
・
「
引
廻
し
」
。

O
打
殺
:
・
「
打
殺

し」。

O
り
・
:
な
し
。

O
見
得
:
・
「
相
見
へ
申
候
」
。

O
得
:
・
「
へ
」
。

O
張
:
・
「
強
」
に
見
え
る

が
、
『
日
本
随
筆
大
成
』
『
大
田
南
畝
全
集
』
に
よ
り
改
め
る
。

O
死
し
侯
・
:
「
死
候
て
」
。

。

捕
へ
候
・
:
「
候
へ
共
」
。

斎背

ヨ
モ
ギ

十

ヨ
モ
ギ

お
な
じ
く
「
ヨ
モ
ギ
」
と
よ
ベ
ど
も
、
其
葉
細
く
毛
の
ご
と
き
は
「
苦
」
な
り
。
そ

の
葉
、
菊
に
似
た
る
は
「
斎
」
な
り
。
な
ら
び
に
種
類
多
し
。
こ
の
二
物
、
形
状
分
明

に
し
て
ま
ぎ
る
る
こ
と
な
き
を
、
臭
気
の
よ
か
ら
ぬ
を
似
た
る
処
と
な
し
て
や
、
昔
よ

り
た
と
へ
に
も
「
粛
」
「
昔
」
を
つ
ら
ね
あ
げ
た
り
。
然
る
に
『
本
草
』
諸
書
に
出
た

る
異
名
に
は
、
斎
類
に
「
青
」
の
名
あ
り
。
膏
類
に
「
粛
」
の
名
あ
り
。
混
乱
は
な
は

だ
し
。
今
に
て
は
い
か
が
す
べ
き
。
唯
こ
の
二
物
を
心
に
よ
く
わ
き
ま
へ
て
異
名
に
欺

か
れ
ぬ
ぞ
よ
か
る
べ
き
。
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麹 瓢

フ
ク
ベ

廿

査

瓢

フ
ク
ベ

萌
虚

大
小
に
よ
ら
ず
、
甘
き
は
「
瓢
」
な
り
。
食
ふ
ベ
し
。
故
に
文
、
「
瓜
」
に
従
ふ
。



苦
き
は
「
鞄
」
な
り
。
食
ふ
べ
か
ら
ず
。
物
を
い
る
る
器
と
す
る
の
み
。
故
に
文
、
「
包
」

に
従
ふ
。
こ
の
義
を
よ
く
わ
か
ち
な
ば
、
外
の
諸
品
み
な
従
ひ
て
二
つ
に
わ
か
る
べ
し
。

【
校
勘
】

O
器
、
日
間
:
・
懐
徳
堂
本
は
両
者
と
も
同
じ
崩
し
字
(
器
0

・1

瓜

ナ
ウ
リ

廿

ウ
リ

「
瓜
」
は
こ
の
類
の
総
名
な
れ
ど
も
、
も
と
は
一
物
の
名
な
り
。
む
か
し
煮
果
、
蜜

葱
、
皆
こ
の
一
物
な
り
し
。
後
の
世
に
、
「
甜
瓜
」
「
越
瓜
」
「
冬
瓜
」
の
類
あ
ま
た
い

で
来
て
、
菓
食
は
「
甜
」
、
煮
食
は
「
冬
」
、
華
道
は
「
越
」
と
さ
だ
ま
り
ぬ
る
よ
り
、

「
ナ
ウ
リ
」
は
食
ふ
人
ま
れ
な
り
。
七
夕
乞
巧
実
に
「
ナ
ウ
リ
」
を
供
す
る
例
も
あ
れ

ど
、
味
よ
か
ら
ず
と
て
、
や
が
て
す
て
や
る
べ
し
。
か
た
い
な
か
の
「
甜
」
「
越
」
な

き
里
な
ど
は
、
「
ナ
ウ
リ
」
を
う
ゑ
て
煮
菓
に
も
華
道
に
も
、
唯
こ
の
一
物
を
用
る
こ

と
昔
の
ご
と
し
。
「
ナ
ウ
リ
」
と
は
「
菜
瓜
」
て
ふ
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。
外
の
菜
な
ら

ぬ
「
甜
瓜
」
「
西
瓜
」
等
に
対
し
て
名
づ
け
ら
し
。
こ
の
物
、
煮
食
は
「
冬
」
に
及
ぱ

ず
、
菓
食
は
「
甜
」
に
及
ば
ず
、
蓋
殖
は
「
越
」
に
及
ば
ず
。
こ
の
三
不
及
は
あ
れ
ど

も
、
一
物
に
て
諸
食
を
か
ね
そ
な
ふ
る
は
、
其
功
大
に
過
た
り
と
い
ふ
ベ
し
。
民
食
の

益
お
ほ
し
。
も
ろ
こ
し
も
、
し
か
ぞ
あ
り
け
る
。
『
斉
民
要
術
』
に
「
瓜
」
と
の
み
い

ひ
し
は
、
み
な
「
ナ
ウ
リ
」
な
り
け
り
。
た
ま
た
ま
に
は
「
漢
瓜
」
と
も
い
ひ
し
。
こ

れ
は
「
越
瓜
」
「
胡
瓜
」
に
対
し
て
い
ひ
出
た
る
な
め
り
。
ふ
る
き
名
に
は
あ
ら
ず
。

後
の
世
の
人
は
「
甜
瓜
」
を
ま
こ
と
の
瓜
な
り
と
お
ぼ
ひ
て
、
園
風
「
七
月
」
よ
り
は

じ
め
て
も
ろ
も
ろ
ふ
る
き
文
に
疑
を
お
こ
し
て
人
の
口
腹
も
古
今
の
か
は
り
あ
り
な
ど

い
ふ
め
り
。
井
の
内
の
蛙
の
こ
こ
ろ
ば
え
な
る
べ
し
。

【
校
勘
】

O
づ
・
:
懐
徳
堂
本
「
付
」
。

な
き

葱

ヒ
ト
モ
ジ

ネ
ブ
カ

廿

ネ
ギ

「
キ
」
は
こ
の
類
の
総
名
な
り
。
こ
の
物
こ
と
に
菜
食
に
よ
ろ
し
き
「
キ
」
な
り
と

て
な
ん
、
「
ナ
ギ
」
と
は
名
づ
け
け
ら
し
。

根
の
白
く
肥
た
る
を
賞
し
て
「
ネ
ギ
」
と
い
ふ
な
ら
ん
。
又
、
し
ろ
き
根
を
ふ
か
く

お
ろ
し
た
る
を
賞
し
て
「
ネ
ブ
カ
」
と
い
ふ
な
ら
ん
。
皆
俗
名
な
り
。

こ
な
き

一十一一

胡
葱

ア
サ
ツ
キ

「
小
葱
」
の
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。
形
い
と
ち
い
さ
く
て
、
う
ゑ
わ
た
し
た
る
も
根
浅

き
故
に
や
、
「
ア
サ
ツ
キ
」
の
名
あ
り
。
「
浅
葱
」
の
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。
皆
俗
名
な
り
。

ま
た
、
「
喜
葱
」
あ
り
。
俗
名
「
ギ
ヤ
ウ
ジ
ヤ
ニ
ン
ニ
ク
」
、
ま
た
「
ラ
ツ
キ
ヤ
ウ
」

と
よ
ぶ
。
よ
く
似
た
る
物
な
り
。
や
や
根
の
肥
た
る
の
み
ぞ
、
こ
れ
を
も
「
コ
ナ
ギ
」

と
よ
び
け
る
に
や
。

あ
る
人
い
は
く
、
こ
の
二
名
は
「
蓮
」
な
り
。
「
喜
葱
」
に
あ
ら
ず
。

い
と
ま
ぎ
れ
た
る
こ
と
の
み
に
て
、
さ
だ
め
で
は
い
ひ
が
た
し
。
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こ
れ
ら
は
、

存
菜

亦

ジ
ュ
ン
サ
イ

尊

廿
四

い
に
し
へ
の
「
存
菜
」
は
今
の
「
尊
菜
」
な
り
。
名
に
古
今
あ
れ
ど
、
其
実
は
一
な

り
。
「
存
」
と
い
ひ
、
「
尊
」
と
い
ふ
、
こ
の
草
の
名
な
り
。
菜
食
に
よ
ろ
し
き
も
の
ゆ

へ
、
「
菜
」
の
字
を
そ
へ
て
よ
ぶ
な
め
り
。
古
説
に
は
「
存
」
を
「
接
余
」
な
り
と
い



へ
り
。
「
接
余
」
は
「
ア
サ
ザ
」
と
い
ふ
草
な
り
。
「
奪
」
に
似
て
葉
に
散
あ
り
。
滑
な

し
。
食
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
か
し
。
菜
の
名
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
。

衆
菜
に
秀
た
る
「
奪
」
な
れ
ば
に
や
、
関
睡
の
詩
、
こ
れ
を
か
り
て
淑
女
を
し
た
ひ

も
と
む
る
心
を
の
べ
た
り
。
食
ふ
べ
き
ゃ
い
か
が
と
思
ふ
ほ
ど
の
「
接
余
」
を
、
い
か

で
し
た
ひ
も
と
め
む
や
は
。
『
爾
雅
』
な
ど
ふ
る
き
文
な
れ
ど
、
し
た
が
ひ
が
た
き
こ

の
み
に
か
ぎ
ら
ず
。

と
お
ほ
し
。
「
存
」

牡
婿

ヲ
キ
ガ
キ

廿
五

フ
タ
ミ
ガ
キ

食
品
の
摘
、
二
種
あ
り
。
大
な
る
を
「
牡
塘
」
と
い
ふ
。
肉
の
形
、

に
似
た
り
。
味
は
お
と
れ
り
。
こ
の
殻
、
薬
用
に
入
。

ハ
マ
グ
リ
の
肉

雄
嘱

カ
キ

廿
五

ち
い
さ
き
を
「
カ
キ
」
と
の
み
い
ふ
。
肉
の
形
、
ち
い
さ
き
烏
賊
に
似
た
り
。
・
味
厚

し
。
い
づ
か
た
に
で
も
賞
玩
す
る
物
な
り
。
こ
れ
は
「
雌
嘱
」
と
名
づ
く
べ
し
。
す
で

に
「
牡
構
」
の
名
あ
れ
ば
、
必
、
「
雌
婿
」
あ
る
べ
し
。
こ
の
物
こ
そ
、
ま
こ
と
に
よ

く
か
な
ひ
け
れ
と
て
な
ん
。
あ
ま
ね
く
文
を
か
う
が
へ
み
る
に
、
い
か
に
ぞ
や
、
あ
ら

ず
。
こ
の
「
雌
嬬
」
の
名
は
こ
た
び
は
じ
め
で
ふ
か
う
ど
の
た
て
ま
つ
る
な
り
け
り
。

こ
の
雌
摘
は
五
穀
を
う
ゆ
る
が
ご
と
く
、
人
の
手
を
そ
え
て
お
ほ
し
た
て
た
る
物
な

り
。
海
中
に
は
岩
に
つ
き
、
か
さ
な
り
あ
ひ
た
る
嘱
あ
り
。
こ
れ
雌
摘
の
自
然
生
な
り
。

肉
や
や
さ
ら
に
ち
ゐ
さ
く
し
て
味
は
い
と
よ
し
。
さ
れ
ど
、
其
海
ち
か
き
所
な
ら
で
は
、

い
と
得
が
た
し
。
故
に
こ
こ
に
は
い
は
ず
。

珠
母

廿
六

こ
れ
真
珠
を
う
む
貝
な
り
。
こ
と
ご
と
し
く
図
に
出
す
べ
き
こ
と
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、

は
た
し
ら
で
ま
ど
ふ
人
も
す
く
な
か
ら
ね
ば
、
わ
が
家
に
た
く
は
え
た
る
三
種
を
か
き

の
せ
た
る
な
り
。
大
ふ
た
つ
は
も
ろ
こ
し
の
な
り
。
小
ひ
と
つ
は
わ
が
国
の
な
り
。

珠
は
も
と
殻
の
中
に
は
ら
み
て
、
ふ
と
り
ま
ろ
く
な
り
て
後
、
殻
を
は
な
れ
て
肉
に

入
も
の
と
見
え
た
り
。

【
校
勘
】

O
ふ
と
り
・
:
懐
徳
堂
本
「
ふ
と
く
」
に
見
え
る
。

や
ま
ぶ
き

ツ
ワ

廿
七

歎
冬

「
ヤ
マ
ブ
キ
」
は
「
歎
冬
」
の
和
名
な
り
け
り
。
山
野
に
お
の
づ
か
ら
お
ひ
出
て
、

「
フ
キ
」
に
似
て
圃
菜
に
あ
ら
ず
と
て
な
む
、
「
山
葵
」
と
は
名
づ
け
け
ら
し
。
世
俗

に
「
ツ
ワ
」
と
よ
ぷ
な
り
。
「
フ
キ
」
と
「
歎
冬
」
は
よ
く
似
た
る
草
な
れ
ば
、
『
本
草
』

の
あ
や
ま
り
も
い
で
来
に
け
り
。
「
歎
冬
」
は
い
つ
ま
で
も
葉
の
枯
る
こ
と
な
し
。

冬
の
寒
き
に
も
ま
す
ま
す
さ
か
ゆ
れ
ば
、
「
冬
を
よ
ろ
こ
ぶ
草
な
り
」
と
て
な
ん
、
「
歎

冬
」
と
は
よ
び
け
ら
し
。
「
フ
キ
」
も
冬
の
内
よ
り
も
え
い
づ
れ
ど
も
、
其
前
に
ひ
と

た
び
葉
の
枯
る
な
れ
ば
、
よ
ろ
こ
ぶ
心
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

人
里
に
植
た
る
「
欺
冬
」
は
冬
の
内
に
花
咲
お
は
る
に
ぞ
、
む
か
し
よ
り
山
吹
を
春

な
が
め
し
に
た
が
へ
り
と
て
な
ん
、
か
の
謬
は
出
く
め
り
。
山
中
に
お
の
づ
か
ら
お
ひ

出
た
る
歎
冬
に
は
春
二
三
月
の
こ
ろ
花
さ
く
あ
り
。
花
も
葉
も
す
べ
て
色
ま
さ
れ
り
。

花
の
茎
に
岐
あ
り
。
今
、
諸
国
に
お
ほ
く
あ
り
。

昔
よ
り
歌
に
よ
め
る
「
ヤ
マ
ブ
キ
」
は
み
な
「
歎
冬
」
な
り
け
り
。
「
井
手
の
玉
川
」
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も
し
か
な
り
。
今
は
あ
や
し
の
物
を
う
え
た
り
と
開
。

今
の
世
の
「
山
吹
」
て
ふ
草
は
「
様
裳
」
と
い
ふ
も
の
な
り
と
ぞ
。
花
の
木
の
名
を

ふ
た
つ
あ
は
せ
て
ひ
と
つ
の
草
の
名
と
せ
し
も
あ
や
し
け
れ
ど
、
か
っ
こ
れ
を
「
操
業
」

に
さ
だ
め
お
き
て
「
歎
冬
」
に
わ
か
っ
ぞ
よ
き
。

「
様
業
」
は
「
フ
キ
」
に
似
た
る
処
な
し
。
唯
、
花
の
黄
な
る
の
み
ぞ
、
そ
れ
さ
へ

花
の
形
こ
よ
な
う
か
は
り
た
り
。
人
の
国
よ
り
わ
た
り
来
た
る
物
に
こ
そ
、
人
里
遠
き

野
山
に
お
の
づ
か
ら
も
え
い
づ
る
こ
と
な
し
。
い
と
近
き
世
の
も
の
な
り
と
問
。

羅
山
先
生
の
「
長
噺
子
に
答
へ
し
文
」
と
て
、
人
の
家
に
あ
り
草
木
烏
の
名
ま
で
く

さ
ぐ
さ
い
ひ
あ
ら
そ
へ
る
が
中
に
「
山
吹
」
あ
り
。
「
こ
の
文
字
は
歎
冬
よ
し
、
酷
醸

わ
ろ
し
」
な
ど
、
こ
ま
か
に
の
ベ
た
る
に
、
「
操
業
」
は
よ
し
と
も
あ
し
と
も
か
つ
て

い
ひ
も
お
よ
ば
ず
。
然
れ
ば
「
様
裳
」
の
わ
た
り
こ
し
は
こ
の
人
々
よ
り
後
の
こ
と
に

な
む
。
二
百
年
に
は
た
ら
ず
か
し
。

葵

三
茎
草

技

福
草

蕗

フ
キ

ア
フ
ヒ

サ
キ
ク
サ

廿
八

「
葵
は
百
菜
の
主
な
り
」
と
『
広
雅
』
に
い
ひ
し
。
「
公
儀
休
抜
葵
」
お
よ
び
「
放

馬
」
「
衛
足
」
な
ど
故
事
多
し
。
『
斉
民
要
術
』
に
も
種
葵
法
あ
り
。
菜
食
の
料
に
地
を

耕
し
て
お
ほ
く
蒔
種
る
事
を
い
へ
り
。

『
神
農
本
経
』
に
葵
を
菜
部
に
載
た
り
し
を
、
『
網
目
』
を
作
り
し
人
、
思
ひ
あ
や

ま
り
て
、
「
葵
は
菜
に
あ
ら
ず
、
食
ふ
べ
き
物
か
は
」
と
て
な
ん
、
け
づ
り
す
て
た
り
。

さ
て
、
湿
草
の
部
な
る
「
笥
葵
」
を
古
の
葵
な
り
と
お
ぼ
ひ
た
り
。

お
よ
そ
木
の
名
、
か
た
は
し
に
「
木
」
を
そ
へ
た
る
文
字
あ
る
は
其
本
名
に
ぞ
有
け

る
。
其
文
字
の
上
に
さ
ら
に
氏
を
加
へ
た
る
は
、
必
、
ペ
ち
の
木
な
り
。
か
り
で
名
を

つ
け
た
る
の
み
。
其
木
の
本
名
に
あ
ら
ず
。
た
と
へ
ば
「
楊
」
と
は
本
名
な
り
。
そ
れ

• 

に
氏
を
加
へ
て
「
黄
楊
」
「
白
楊
」
「
垂
楊
」
と
い
へ
ば
、
ベ
ち
の
木
を
か
り
で
名
を
つ

け
た
る
な
め
り
。
本
名
に
は
あ
ら
ず
。
草
の
名
も
ま
た
し
か
な
り
。
草
な
る
文
字
に
さ

ら
に
氏
を
加
へ
た
る
は
、
必
、
本
名
に
あ
ら
ず
。
か
の
「
萄
葵
」
な
ど
い
ふ
草
は
菜
に

は
あ
ら
ね
ど
も
、
葉
の
形
の
す
こ
し
似
た
れ
ば
と
て
な
む
、
「
葵
」
の
字
を
か
り
氏
を

そ
へ
て
名
と
せ
し
な
り
。
そ
れ
を
本
名
と
心
ゑ
て
み
だ
り
な
る
わ
ざ
の
い
で
来
た
る
な

り
。
唐
詩
に
「
松
下
清
斎
折
露
葵
」
と
い
ひ
し
は
、
露
に
ま
み
れ
た
る
葵
を
と
り
て
鰻

に
い
れ
た
る
を
い
ふ
な
り
。
こ
れ
を
さ
へ
に
思
ひ
た
が
へ
て
「
露
葵
」
て
ふ
名
を
た
て

て
一
草
を
か
ま
へ
た
り
。
そ
れ
に
て
は
「
清
斎
」
に
か
か
る
こ
と
な
し
。
何
の
た
め
に

葵
を
折
け
る
に
や
。
後
の
人
と
い
ふ
者
は
か
か
る
あ
さ
ま
し
き
も
の
に
ぞ
。
其
後
の
人

は
ま
た
其
言
に
た
が
は
じ
と
う
ち
ま
も
り
で
さ
ら
に
ま
た
後
の
人
を
ま
ど
は
す
ら
め
。

賀
茂
の
「
あ
ふ
ひ
か
づ
ら
」
は
葛
の
類
に
て
葉
の
形
の
す
こ
し
葵
に
似
た
れ
ば
と
て

な
ん
、
「
あ
ふ
ひ
か
づ
ら
」
と
よ
ぶ
な
り
け
り
。
「
葵
の
心
ば
え
あ
る
葛
」
と
い
ふ
こ
こ

ろ
な
る
べ
し
。
そ
れ
を
歌
に
お
ほ
く
よ
め
れ
ば
、
「
あ
ふ
ひ
」
と
の
み
も
い
ふ
な
り
。

わ
が
国
の
人
は
ま
こ
と
の
葵
な
り
と
こ
れ
を
お
ぼ
ひ
た
り
。
や
ま
と
、
も
ろ
こ
し
、
境

は
は
る
か
に
へ
だ
て
れ
ど
、
後
の
人
と
だ
に
な
れ
ば
、
大
か
た
は
お
な
じ
こ
こ
ろ
に
う

ま
れ
い
で
ぬ
る
ぞ
、
あ
や
し
き
や
。
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『
綱
目
』
を
つ
く
り
し
人
ら
‘
「
人
の
口
腹
に
も
古
今
あ
り
」
と
い
ひ
し
は
お
の
が

あ
や
ま
ち
を
し
ら
で
、
其
答
を
口
腹
に
か
づ
け
た
る
な
り
。
い
と
か
た
わ
な
り
や
。

『
網
目
』
に
菜
部
の
「
葵
」
は
削
り
た
れ
ど
、
ま
こ
と
は
引
ぬ
き
て
湿
草
部
の
「
歎

冬
」
に
あ
は
せ
た
り
。
其
形
状
を
の
ベ
た
る
に
、
一
人
の
言
は
「
葵
」
な
り
、
一
人
の

言
は
「
歎
冬
」
な
り
。
よ
く
あ
ひ
た
る
や
あ
ら
ず
や
。

『
和
名
紗
』
に
、
雀
再
錫
の
『
食
経
』
を
引
て
、
蕗
を
「
フ
プ
キ
」
と
よ
め
り
。
「
フ

ブ
キ
」
と
は
「
フ
キ
」
の
音
の
の
び
た
る
な
る
べ
し
。
『
楚
辞
』
に
も
「
葺
蕗
雑
子
鹿
」

と
い
へ
り
。
然
れ
ば
「
蕗
」
も
俗
字
に
は
あ
ら
ず
。

こ
の
草
お
ひ
つ
ら
な
り
た
る
こ
ろ
は
、
家
の
軒
端
を
ふ
き
な
ら
べ
た
ら
ん
や
う
に
な



ん
。
さ
れ
ば
「
フ
キ
」
と
は
名
づ
け
け
ら
し
。
そ
の
「
フ
キ
」
に
文
字
を
あ
て
て
、
「
富

貴
」
と
書
た
れ
ば
、
ま
こ
と
に
め
で
た
き
草
な
り
と
思
ふ
ベ
し
。
富
貴
は
人
の
福
な
り
。

「
福
」
の
音
「
フ
ク
」
ま
た
「
フ
キ
」
の
義
に
か
よ
ひ
た
れ
ば
「
福
草
」
と
も
よ
び
け

ら
し
。
「
福
草
」
を
「
サ
キ
ク
サ
」
と
よ
め
り
。
「
サ
キ
」
は
「
サ
チ
」
な
り
。
こ
れ
は

文
義
を
と
り
て
い
ふ
。
げ
に
も
「
さ
き
草
の
み
つ
ぱ
ょ
っ
ぱ
」
に
は
よ
く
か
な
ひ
ぬ
ベ

し。
冬
の
半
に
も
え
い
づ
る
に
、
ひ
と
も
と
に
葉
は
必
、
み
つ
あ
り
。
初
め
二
葉
い
で
て

後
、
其
二
葉
の
間
よ
り
ま
た
一
葉
出
る
。
人
、
一
葉
を
摘
ば
、
の
こ
り
二
葉
の
間
よ
り

ま
た
一
葉
い
づ
る
。
三
葉
の
数
は
長
く
か
け
ず
。
久
し
く
つ
む
人
な
く
ば
、
四
に
も
玉

に
も
な
る
べ
け
れ
ど
、
み
つ
な
ん
、
其
常
な
る
べ
し
。
茎
ひ
と
つ
に
葉
ひ
と
つ
な
れ
ば
、

「
三
茎
草
」
と
名
づ
け
し
も
む
べ
し
こ
そ
。
む
か
し
「
三
茎
草
」
を
た
て
ま
つ
り
し
人

に
コ
ニ
枝
部
連
」
の
姓
を
賜
は
り
し
も
こ
の
草
な
る
べ
し
。
茎
と
枝
は
、
も
と
、
か
は

り
は
あ
れ
ど
、
あ
ひ
か
よ
は
し
て
い
ふ
め
り
。
ご
枝
の
蓮
」
「
一
枝
の
灯
」
な
ど
、
か

ら
歌
の
常
な
り
。
「
神
祇
令
」
に
三
枝
祭
あ
り
。
「
義
解
」
に
コ
ニ
枝
花
も
て
酒
樽
を
か

ざ
る
」
と
い
へ
り
。
冬
枯
に
草
木
の
花
の
ま
れ
な
る
こ
ろ
な
れ
ば
、
こ
の
草
の
花
な
る

べ
し
。〔

行
間
〕
又
按
ず
る
に
四
葉
い
づ
れ
ば
古
葉
は
萎
み
枯
て
必
三
葉
と
な
る
。
然
れ
ば
、

三
葉
は
こ
の
草
の
性
な
る
べ
し
。
「
三
茎
草
」
の
名
よ
く
あ
た
れ
り
。

今
、
姓
氏
に
「
三
枝
」
と
書
て
「
さ
い
く
さ
」
と
よ
め
り
。
こ
れ
は
「
サ
キ
ク
サ
」

の
よ
こ
な
ま
り
な
る
べ
し
。
む
か
し
は
い
か
が
よ
み
け
ん
、
し
ら
ず
。

こ
の
草
、
日
に
む
か
ひ
て
は
葉
を
た
れ
て
わ
が
根
を
お
ほ
ひ
か
く
し
て
日
影
に
あ
て

ず
、
日
に
し
た
が
ひ
て
か
た
ぶ
き
め
ぐ
る
故
に
「
向
日
」
の
ほ
ま
れ
あ
り
。
「
衛
足
」

と
も
い
へ
り
。
こ
こ
に
て
「
ア
フ
ヒ
」
と
名
づ
け
た
る
は
、
「
逢
日
」
の
こ
こ
ろ
な
る

ベ
し
。
さ
ら
ば
、
歌
に
よ
み
て
ず
じ
う
た
ふ
に
も
「
逢
日
」
の
ご
と
よ
み
け
ら
し
。
今

は
「
青
井
」
の
ご
と
よ
む
な
り
。
歌
の
心
に
も
か
な
は
ず
。
よ
こ
な
ま
り
に
あ
ら
ず
や
。

【
校
勘
】

O
を
・
:
手
稿
本
「
の
」
。

O
ゑ
:
・
懐
徳
堂
本
「
得
」
。

O
と
:
・
懐
徳
堂
本
は
こ
の
後
に

「
は
」
あ
り
。

O
の
:
・
懐
徳
堂
本
「
れ
」
。

O
書
:
・
懐
徳
堂
本
「
か
き
」
。

O
い
・
:
懐
徳
堂
本
「
ゐ
」
。

O
む
か
ひ
:
・
懐
徳
堂
本
「
む
か
ゐ
」
。

O
し
た
が
ひ
:
・
懐
徳
堂
本
「
し
た
が
ゐ
」
。

蓬
莱
山

富
士
山

フ
ジ

廿
九

博
山

不
二
山

こ
れ
は
わ
が
国
の
富
士
山
の
か
ら
名
な
り
け
り
。
む
か
し
周
の
季
の
み
だ
れ
た
る
こ

ろ
に
や
、
海
中
を
こ
ぎ
わ
た
る
も
の
の
見
出
し
た
る
に
や
、
東
海
の
中
に
「
蓬
莱
」
「
方

丈
」
「
温
洲
」
の
三
神
山
あ
り
。
仙
人
の
す
む
山
に
て
不
老
不
死
の
薬
の
お
ひ
出
る
な

ど
、
あ
だ
し
こ
と
を
い
ひ
さ
わ
ぐ
。
ま
こ
と
は
ひ
と
つ
山
な
る
を
し
ら
で
、
山
の
み
つ

か
さ
な
り
そ
び
え
た
り
と
お
ぼ
ひ
て
「
三
山
」
と
は
い
ふ
な
り
け
り
。
げ
に
遠
き
海
中

よ
り
あ
ふ
ぎ
み
る
な
れ
ば
、
さ
は
思
ふ
べ
し
。
山
の
姿
も
ふ
も
と
に
て
見
る
と
は
大
ひ

に
か
は
る
べ
し
。
山
ふ
と
こ
ろ
の
青
み
わ
た
り
た
る
を
、
「
よ
も
ぎ
」
「
し
ぼ
」
の
お
ひ

つ
ら
な
り
た
る
に
な
ぞ
ら
へ
て
「
蓬
莱
山
」
と
は
よ
び
け
ら
し
。
左
右
を
「
方
丈
」
「
温

洲
」
と
名
づ
け
し
こ
こ
ろ
は
し
り
が
た
し
。
さ
て
こ
の
三
山
を
か
ら
歌
に
も
文
に
も
か

き
流
し
た
る
は
、
わ
が
国
に
て
富
士
の
畑
を
よ
み
そ
め
し
よ
り
、
は
る
か
に
前
の
こ
と

な
り
け
る
。
秦
の
始
皇
帝
の
時
、
方
士
に
み
こ
と
の
り
し
て
、
か
の
薬
を
も
と
め
さ
せ

け
る
に
、
年
を
へ
て
帰
り
ま
う
で
来
て
、
奏
し
て
ま
う
さ
く
、
「
臣
ら
、
か
の
神
山
を

目
が
け
て
舟
を
こ
ぎ
よ
せ
て
嶋
に
あ
が
れ
ば
、
う
き
世
の
人
に
は
見
え
じ
と
や
、
こ
の

山
す
る
す
る
と
海
の
中
に
沈
み
て
た
づ
ぬ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
舟
に
か
へ
り
て
沖
に
漕
出

れ
ば
、
も
と
の
ご
と
く
み
ゆ
。
ま
た
ゆ
け
ば
、
ま
た
沈
む
。
い
く
度
も
お
な
じ
さ
ま
な

り
。
こ
れ
ま
た
く
臣
ら
戒
行
の
っ
た
な
き
に
こ
そ
」
と
な
む
。
い
つ
は
り
お
ほ
き
方
士

な
れ
ど
、
ま
た
く
よ
し
も
な
き
こ
と
を
つ
く
り
い
で
た
る
に
し
も
あ
ら
ず
。
遠
け
れ
ば
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み
ゆ
、
近
け
れ
ば
物
に
さ
は
り
て
み
え
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
り
を
さ
し
お
き
て
「
海
に
沈

む
」
と
い
ひ
け
ん
は
、
い
と
お
か
し
く
こ
そ
。
人
皇
第
七
代
孝
霊
天
皇
の
御
宇
に
ゃ
あ

た
り
ぬ
ら
ん
。
こ
の
時
に
「
富
士
」
て
ふ
名
は
あ
り
し
や
あ
ら
ず
や
。
漢
武
帝
の
時
に

も
か
の
薬
を
も
と
め
さ
せ
け
り
。
其
後
、
世
々
の
お
ご
れ
る
帝
た
ち
、
も
と
め
ざ
る
は

な
か
り
き
。
唐
玄
宗
の
時
に
は
楊
貴
担
の
こ
と
に
つ
け
て
「
蓬
莱
仙
宮
」
を
そ
ら
ご
ち

け
る
。
ま
た
「
三
島
」
て
ふ
ひ
が
ご
と
も
い
で
く
め
り
。
其
外
の
く
さ
ぐ
さ
は
、
波
に

み
だ
る
る
も
し
ほ
草
、
か
き
あ
っ
む
べ
く
も
あ
ら
ず
か
し
。
い
で
や
、
か
か
る
め
で
た

$ 

き
山
の
御
名
を
か
し
づ
き
ま
い
ら
せ
て
、
「
蓬
莱
の
嶋
」
と
て
む
く
つ
け
き
鬼
の
す
む

海
の
あ
な
た
の
さ
か
い
な
り
と
、
世
に
い
ひ
さ
は
ぐ
こ
そ
い
と
口
お
し
け
れ
。

も
ろ
こ
し
に
「
博
山
香
炉
」
と
て
名
高
き
宝
器
あ
り
け
り
。
梁
昭
明
太
子
の
い
と
お

し
み
た
ま
ひ
し
物
と
ぞ
。
こ
れ
は
玉
も
で
つ
く
れ
り
。
其
か
た
ち
は
後
の
世
ま
で
も
・
つ

つ
し
っ
た
へ
た
れ
ば
、
そ
れ
を
み
た
り
し
に
、
す
な
は
ち
富
士
山
の
姿
な
り
け
り
。
み

つ
の
み
ね
の
間
よ
り
香
の
姻
の
く
ゆ
り
出
る
や
う
に
ゑ
り
す
か
し
た
り
。
其
ひ
と
つ
の

名
は
「
富
士
山
埴
」
と
い
ふ
。
ま
た
「
不
二
山
埴
」
と
も
い
ふ
と
物
に
見
え
た
り
。
こ

れ
は
、
昔
の
ご
と
お
ぼ
ろ
げ
に
は
あ
ら
で
、
海
中
よ
り
よ
く
見
さ
だ
め
で
つ
く
り
け
ら

し
。
さ
れ
ば
こ
の
山
を
は
る
か
に
名
づ
け
て
「
博
山
」
と
い
ひ
け
る
に
こ
そ
。
げ
に
は

た
ば
り
ひ
ろ
き
山
な
れ
ば
、
こ
の
名
も
む
ベ
な
り
や
。

わ
が
国
な
る
山
を
目
に
も
み
ぬ
国
に
て
め
で
さ
は
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
名
を
た
て
た
る
を
、

こ
こ
に
て
は
用
ひ
だ
に
せ
ぬ
は
、
い
と
こ
こ
ろ
う
し
ゃ
。
山
の
恥
に
も
ゃ
な
り
な
ま
し

を
。
さ
ら
ば
今
よ
り
は
「
よ
も
ぎ
山
」
と
い
ひ
て
も
よ
ろ
し
・
か
る
べ
し
。
「
よ
も
ぎ
が

み
ね
」
も
あ
し
か
ら
じ
。
「
ひ
ろ
山
」
も
「
ひ
ろ
ね
」
も
「
神
山
」
も
、
い
で
や
、
世

て
ふ
こ
と
を
よ
く
味
は
ひ
て
、
ま
ぐ
さ
か

中
の
歌
人
よ
、
「
わ
れ
よ
り
古
へ
を
な
す
」

る
践
の
こ
と
の
葉
を
む
げ
に
は
ら
ひ
す
て
た
ま
ふ
ま
じ
く
こ
そ
。

〔
行
間
朱
筆
〕
『
万
葉
集
』
東
歌
に
「
天
の
原
ふ
じ
の
柴
山
」
と
読
た
れ
ば
、
蓬
莱

の
名
も
む
か
し
は
知
た
る
人
あ
り
し
に
や
。
「
し
ば
」
の
本
字
は
「
莱
」
な
り
。
「
柴
」

は
あ
た
ら
ず
。
「
し
ぱ
山
」

て
ふ
も
よ
き
名
な
り
。

【
校
勘
】

O
た
づ
ぬ
:
・
懐
徳
堂
本
「
た
づ
ね
」
に
見
え
る
。

0
ま
い
ら
せ
て
:
・
懐
徳
堂
本
「
ま

ゐ
ら
せ
て
」
。

O
み
・
:
懐
徳
堂
本
「
見
」
。

【
参
考
】
履
軒
手
製
の
博
山
香
炉
が
あ
る
(
『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
O
O五
、
口
絵
参
照
)
。

扶
桑
木

十

こ
れ
は
い
と
め
づ
ら
し
き
大
木
な
り
け
り
。
も
ろ
こ
し
よ
り
見
え
し
と
い
ふ
は
波
路

は
る
か
に
隔
た
れ
ど
、
朝
日
の
さ
し
の
ぼ
る
ほ
ど
、
日
輪
の
中
に
木
の
技
の
う
ち
な
び

き
て
日
の
見
ゆ
る
な
り
け
り
。
い
か
な
る
木
と
は
し
る
べ
き
ゃ
う
は
な
け
れ
ど
も
、
枝

の
す
が
た
の
桑
に
似
た
れ
ば
と
て
な
ん
、
「
扶
桑
」
と
は
名
づ
け
け
ら
し
。
「
扶
」
と
は

枝
の
な
ら
び
た
ち
て
う
ち
な
び
き
た
る
を
い
ふ
な
り
。
さ
れ
ば
、
わ
が
国
を
も
「
扶
桑
」

と
ぞ
よ
び
た
る
。
文
字
に
も
「
東
」
は
「
木
」
の
中
に
「
日
」
あ
り
。
日
の
の
ぼ
り
て

空
あ
き
ら
か
な
る
を
「
果
」
と
い
ふ
。
「
木
」
の
上
に
「
日
」
あ
り
。
夜
い
ま
だ
あ
け

ず
、
空
く
ら
き
を
「
杏
」
と
い
ふ
。
「
木
」
の
下
に
「
日
」
あ
り
。
い
づ
れ
も
扶
桑
の

木
に
よ
り
て
い
ふ
な
め
り
。
さ
ら
ば
、
昔
、
黄
帝
の
時
、
倉
韻
て
ふ
者
の
文
字
を
つ
く

り
は
じ
め
し
こ
ろ
よ
り
、
こ
の
木
は
は
や
く
さ
か
へ
し
げ
り
け
ら
し
。
天
地
の
ひ
ら
け

は
じ
め
し
時
、
や
が
て
ふ
た
葉
を
ひ
ら
き
け
る
に
ぞ
。
お
よ
そ
古
物
名
物
は
人
の
め
づ

る
も
の
な
る
を
、
か
か
る
古
物
名
物
は
、
世
に
ま
た
な
ら
ぶ
物
は
な
か
る
べ
し
。
こ
の

木
の
く
ち
た
ふ
れ
た
る
は
、
い
つ
の
こ
ろ
な
り
や
し
る
人
な
し
。

日
輪
の
み
な
ら
ず
、
月
輪
の
う
ち
に
も
、
秋
の
半
に
月
の
い
づ
る
を
、
呉
会
の
あ
た
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り
よ
り
う
ち
な
が
め
ば
、
ま
さ
し
く
東
に
あ
た
る
べ
し
。
梢
は
い
よ
よ
あ
ざ
や
か
な
ら

ん
。
こ
れ
も
扶
桑
な
り
と
は
お
も
ひ
よ
ら
ず
、
お
り
ふ
し
桂
の
花
さ
く
こ
ろ
に
し
あ
れ



ぱ
、
月
の
中
に
も
桂
あ
り
と
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
あ
だ
し
ご
と
を
と
り
そ
へ
た
る
、
皆
ひ

が
ご
と
に
ぞ
。

「
景
行
天
皇
紀
」
目
、
十
八
年
秋
七
月
辛
卯
朔
甲
午
、
到
築
後
国
御
木
、
居
高
田
行
宮
。
時
有

あ

さ

し

も

の

み

げ

の

さ

を

ぱ

し

僅
樹
、
長
九
百
七
十
丈
駕
。
百
僚
路
其
樹
而
往
来
。
時
人
歌
日
「
阿
佐
悉
毛
能
漏
概
能
佐
烏
磨
志

ま

内

っ

き

み

い

わ

た

ら

す

も

み

け

の

さ

を

ば

し

魔
幣
菟
香
弥
伊
和
移
羅
秀
暮
滞
開
能
佐
烏
磨
志
」
。
愛
天
皇
問
日
「
是
何
樹
也
」
。
有
一
老
夫

対
日
「
是
樹
歴
木
也
。
嘗
未
僅
之
先
、
当
朝
日
庫
、
則
隠
杵
島
山
。
当
夕
日
峰
、
覆
阿
蘇
山
也
」
。

*

本

天
皇
日
「
是
樹
者
神
木
。
是
国
宜
号
御
木
国
也
」
。

【
校
勘
】
以
上
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
(
ふ
り
が
な
は
湯
城
)
。

O
「
庫
、
覆
」
・
:
原
文
で
は

両
字
の
間
に
「
亦
」
あ
り
。

O
是
:
・
原
文
で
は
「
是
」
の
前
に
「
故
」
あ
り
。

O
御
木
国
也
・
:

原
文
「
也
」
な
し
。

右
の
文
に
て
お
し
は
か
る
に
、
こ
の
時
、
巡
幸
の
為
に
行
宮
を
つ
く
る
と
て
、

人
ら
地
を
ゑ
ら
び
て
、
こ
の
僅
木
の
側
に
た
て
た
る
は
、
僅
木
に
伺
て
延
道
と
し
修
築

の
労
を
省
き
た
る
な
ら
ん
。
「
御
木
」
て
ふ
名
は
行
幸
あ
り
て
後
に
名
づ
け
た
ま
ひ
し

を
前
に
出
し
た
る
に
て
、
よ
む
人
ま
ど
ひ
も
ぞ
す
る
。
か
か
る
こ
と
は
古
き
文
の
常
な

っ
か
さ

り
け
り
。

【
校
勘
】

O
右
の
文
に
て
1
古
き
文
の
常
な
り
:
・
手
稿
本
で
は
、
こ
の
部
分
は
「
右
の
文
か
み
し

も
お
ち
か
へ
り
て
こ
と
の
こ
こ
ろ
た
し
か
な
ら
ず
・
:
(
解
読
不
能
)
:
・
今
こ
れ
を
訳
し
て
左
に
い

ふ
な
り
。
景
行
天
皇
十
八
年
の
秋
:
・
(
以
下
の
朱
筆
部
分
)
・
:
栂
橋
と
て
歌
に
よ
み
け
る
」
を
貼

り
紙
で
隠
し
た
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
懐
徳
堂
本
は
そ
れ
に
続
け
て
、
朱
筆
で
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。
懐
徳
堂
本
が
竹
島
貸
山
に
よ
る
写
本
で
あ
る
証
拠
と
言
え
よ
う
。

〔
朱
筆
部
分
〕

貸
山
云
、
以
下
数
語
素
属
子
蛇
足
。
原
本
側
之
、
甚
可
惜
失
。
今
更
拾
之
、
読
者
勿
惑
。

景
行
天
皇
十
八
年
の
秋
巡
幸
ま
し
ま
し
て
筑
後
国
高
田
の
里
に
い
た
ら
せ
た
ま
う
け
る
。
こ
の
処

に
大
な
る
僅
木
あ
り
。
み
か
ど
お
ど
ろ
き
お
ぼ
し
め
し
て
、
こ
の
処
の
父
老
を
め
し
て
た
づ
ね
さ

せ
給
ふ
。
父
老
答
へ
て
奏
す
ら
く
「
こ
の
木
い
ま
だ
倒
れ
ざ
り
し
時
、
朝
日
に
は
木
影
杵
島
を
さ

し
か
く
し
、
夕
日
に
は
阿
蘇
山
を
さ
し
お
ほ
ひ
け
る
と
か
た
り
伝
ふ
る
と
な
ん
。
」
み
か
ど
ふ
か

く
め
で
お
ぼ
し
て
「
こ
の
木
は
神
木
な
り
。
み
だ
り
に
な
ぎ
り
そ
こ
な
ひ
そ
」
と
て
な
ん
、
御
木

と
名
づ
け
給
ふ
。
す
な
は
ち
、
こ
の
処
を
御
木
固
と
さ
だ
め
給
ひ
、
や
が
て
、
こ
の
木
を
ふ
み
て

の
ぼ
り
く
だ
り
た
れ
ば
、
こ
れ
を
み
け
の
棒
橋
と
て
歌
に
よ
み
け
る
。

〔
朱
筆
部
分
こ
こ
ま
で
〕

『
紀
』
に
「
歴
木
」
と
か
き
て
「
ク
ヌ
ギ
」
と
よ
め
る
は
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
ゃ
。

こ
の
木
は
ま
さ
し
く
「
樟
」
な
る
も
の
を
、
今
そ
の
根
を
け
づ
り
で
み
る
に
「
樟
」
の

香
あ
り
。
天
下
に
大
木
と
な
る
木
は
樟
な
り
と
は
南
華
の
文
に
も
見
え
た
り
。

今
、
こ
の
木
の
跡
は
、
筑
後
国
三
池
の
側
、
高
和
泉
村
に
あ
り
。
「
三
池
」
は
「
御

木
」
の
転
音
な
り
。
こ
の
あ
た
り
に
て
は
、
こ
の
木
を
高
田
の
「
ヲ
ラ
ピ
楠
」
と
よ
ぶ
。

ま
た
、
「
大
楠
」
と
も
い
ふ
。
こ
こ
の
田
の
名
を
「
上
高
田
」
「
中
高
田
」
「
下
高
田
」

と
で
あ
ひ
な
ら
ぴ
た
り
。
昔
の
名
の
残
り
た
る
に
ぞ
。
こ
の
あ
た
り
は
木
の
根
残
て
、

今
に
土
中
を
は
ひ
わ
た
れ
り
。
井
を
う
が
ち
、
池
を
掘
に
、
こ
の
根
に
さ
は
り
て
ほ
り

ゑ
ぬ
こ
と
多
し
と
ぞ
。
今
あ
る
池
溝
な
ど
は
、
こ
の
根
お
ほ
く
さ
し
出
た
る
み
ゆ
。
中

に
も
中
高
田
は
昔
大
楠
の
た
て
り
し
処
と
ぞ
い
ふ
。

「
ヲ
ラ
ピ
」
は
「
さ
け
ぶ
」
の
方
言
な
め
り
。
地
上
に
風
ふ
か
ぬ
時
も
天
つ
空
に
は

風
あ
る
も
の
な
り
。
こ
の
枝
葉
た
か
く
雲
容
に
入
た
れ
ば
、
常
に
風
を
受
る
ゆ
へ
に
ぞ
、

よ
る
ひ
る
な
く
、
轟
々
と
声
あ
れ
ば
、
か
く
は
名
づ
け
け
ら
し
。
こ
の
木
ま
こ
と
は
「
樟
」

な
り
。
「
樟
」
と
「
楠
」
は
よ
く
似
た
る
も
の
な
れ
。
む
か
し
よ
り
「
楠
」
を
「
ク
ス
」
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と
よ
め
り
。
す
こ
し
た
が
ひ
た
る
こ
と
に
は
あ
れ
ど
、
か
っ
し
た
が
ひ
て
「
楠
」
の
字

を
用
ベ
し
。

む
か
し
、
信
濃
園
、
そ
の
原
の
ふ
せ
屋
に
て
は
、
は
は
き
木
を
み
る
と
い
へ
り
。
こ

の
「
答
木
」
も
「
扶
桑
」
な
め
り
。
こ
の
処
、
地
の
た
か
き
の
み
な
ら
ず
、
西
に
む
か

ひ
て
山
々
の
さ
は
り
な
く
、
遠
く
見
と
ほ
さ
る
る
な
る
べ
し
。
外
の
処
よ
り
は
山
の
端

に
さ
は
り
て
見
え
ぬ
に
や
。
こ
こ
に
で
も
山
ふ
か
く
わ
け
い
り
て
た
づ
ぬ
れ
ば
見
え
ず

と
な
む
。
は
る
け
き
道
の
ほ
ど
な
れ
ど
、
夕
日
落
か
か
り
て
西
よ
り
扶
桑
を
照
せ
ば
、

木
影
あ
ま
雲
に
う
つ
ろ
ひ
で
お
ほ
ろ
げ
に
は
は
き
の
や
う
に
な
ん
、
こ
こ
よ
り
は
み
ゆ

る
に
ぞ
あ
り
け
る
。
あ
き
つ
む
し
の
尾
の
北
に
ま
が
れ
る
と
ぢ
め
な
れ
ば
遠
し
と
て
も

さ
し
も
あ
ら
ず
か
し
。
も
ろ
こ
し
よ
り
も
み
ゆ
る
扶
桑
な
れ
ば
疑
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。

そ
も
そ
も
そ
の
木
を
「
扶
桑
」
と
名
づ
く
る
こ
と
は
、
景
行
天
皇
の
む
か
し
よ
り
今
の

三
池
の
民
く
さ
ま
で
、
年
は
千
と
せ
を
過
ぬ
れ
ど
、
人
は
ひ
と
り
も
い
は
ざ
り
け
り
。

今
か
く
か
う
が
へ
さ
だ
め
つ
る
は
、
な
に
は
江
の
浪
に
た
だ
よ
ふ
ふ
か
う
ど
で
ふ
ゑ
せ

お
の
こ
に
ぞ
あ
り
け
る
。
あ
な
お
こ
が
ま
し
ゃ
、
か
し
ま
し
ゃ
。

【
校
勘
】

O
掘
:
・
懐
徳
堂
本
「
堀
」
。

O
は
は
き
木
・
:
懐
徳
堂
本
「
き
」
な
し
。

O
ま
が
れ
る

:
・
懐
徳
堂
本
は
こ
の
後
に
「
に
」
あ
り
。

【
参
考
】
扶
桑
の
大
木
に
つ
い
て
は
、
履
軒
に
「
扶
桑
匝
記
」
(
『
弊
帯
続
編
』
)
が
、
竹
山
に
、

和
文
の
「
扶
桑
木
説
」
と
漢
文
の
「
扶
桑
考
」
と
が
あ
る
。
ま
た
、
山
片
崎
桃
『
夢
の
代
』
巻
四

「
歴
代
第
四
」
に
も
同
様
の
内
容
が
見
え
る
。

そ
の
他
、
大
阪
大
学
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
は
「
扶
桑
木
板
」

g
g
H
¥諮
問
由

¥Mg)
が
あ
る
。

「
扶
桑
木
板

水
哉
館
遺
物
」
と
書
か
れ
た
五
七
個
×
二
Oω
の
桐
箱
に
黄
色
い
麻
布
(
お
そ
ら

く
)
に
包
ま
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
板
は
縦
五
七
畑
、
横
一
七
四
、
厚
さ
一
四
で
、

一
角
が
欠

け
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
面
も
刃
物
で
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
縦
に
三
つ
に
割
れ
て
お
り
、
接
着
剤

で
付
け
よ
う
と
し
た
跡
が
見
え
る
。
黒
ず
ん
だ
色
を
し
て
お
り
、
硬
い
木
質
で
あ
り
、
ケ
ヤ
キ
で

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
板
に
文
字
や
加
工
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
竹
山
「
扶
桑
木
説
」
に
、
脇

子
善
か
ら
養
老
二
年
創
建
の
仏
堂
の
柱
を
贈
ら
れ
た
と
あ
る
の
は
こ
れ
か
。

〔
以
下
、
補
編
〕

右
の
巻
に
の
せ
や
せ
ま
し
、
の
せ
ず
や
あ
ら
ま
し
と
思
ひ
し
ば
か
り
の
こ
と
ど
も
を
、

紙
の
末
の
あ
ま
り
た
れ
ば
、
ま
た
か
ゐ
つ
く
る
な
り
。
蛇
の
足
に
も
や
。

ー 72 -



gp 
花卯

月
に
咲
て
、
垣
ね
の
雪
と
う
た
が
は
れ
し
花
は
ま
こ
と
は
木
本
な
れ
ど
、
校
葉
や

は
ら
か
に
て
、
草
の
姿
な
り
。
も
し
、
「
う
つ
木
」
に
対
し
て
い
は
ば
、
こ
れ
を

「う

つ
草
』
と
こ
そ
い
ふ
ベ
け
れ
。
中
古
よ
り
こ
れ
を
も
っ
つ
つ
木
」
と
よ
み
し
歌
も
あ
れ

ど
、
そ
れ
は
あ
や
ま
り
な
り
。
今
に
て
は
従
ふ
ま
じ
く
こ
ぞ
。

う
つ
木

「
う
つ
木
」
は
、
木
の
中
、
空
虚
に
て
通
り
た
れ
ば
、
「
空
木
」
と
名
づ
け
け
ら
し
。

「う
つ
ほ
木
』
て
ふ
こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。
う
の
花
の
「
う
』
と
は
ゃ
う
か
は
れ
り
。「
空

木
」
「
卯
花
」
お
な
じ
こ
ろ
に
花
咲
て
「
う
」
文
字
あ
れ
ば
、
と
に
か
く
に
聞
た
が
へ

て
ま
ど
ふ
人
お
ほ
し
。
ま
た
卯
月
に
咲
た
る
し
ろ
き
花
は
い
づ
れ
も
こ
の
花
な
り
と
い

ふ
人
も
あ
り
。
い
と
か
た
わ
な
り
や
。
「
空
木
」
は
梢
よ
り
枝
た
れ
て
咲
し
だ
る
も
の

な
り
。
垣
ね
に
あ
る
べ
き
や
う
な
し
。
し
ろ
く
は
咲
い
づ
れ
ど
、
や
が
て
赤
く
色
づ
き

て
、
枝
に
は
常
に
赤
白
ま
じ
り
た
り
。
こ
れ
ま
た
雪
と
見
る
べ
き
や
う
な
し
。

【校
勘
】
O
な
る
慢
徳
堂
本
も
う
ひ
と
つ
「
な
る
」
あ
り。

. .' 
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椿

--

ツ
パ
キ

昔
よ
り

「
ツ
バ
キ
」
に
「
格
」
の
字
を
あ
て
た
る
は
た
が
は
ぬ
こ
と
に
ぞ
。
然
る
に
、

も
ろ
こ
し
の
人
は
『
荘
子
』
の
「
大
椿
」
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
て
、
「
格
」
は
人
間
の
花

に
あ
ら
ず
と
恩
ひ
て
、
外
の
名
を
つ
け
た
り
。
大
な
る
謬
に
ぞ
固
「
鰻
」
は
も
と
小
魚

の
名
な
る
を
、
そ
れ
を
か
り
て
か
へ
り
て
大
魚
の
名
と
す
。

こ
れ
は
『
荘
子
』
の
遊
戯

な
る
を
し
ら
ず
や
。
さ
る
故
に
、
目
の
前
な
る
椿
を
か
り
て
神
仙
の
木
に
名
づ
け
た
り
。

そ
れ
を
ま
こ
と
と
恩
ひ
し
は
い
と
お
ろ
か
な
り
や
。

万
餌
の
鐸
は
金
に
て
つ
く
る
も
の
な
れ
ど
、
山
賎
猟
夫
な
ど
の
山
刀
は
さ
し
も
あ
ら

ず
か
し
。
大
か
た
は
木
も
で
つ
く
れ
り
。
「
椿
」
は
木
理
よ
く
し
ま
り
て
竪
し
。
鐸
に

つ
く
る
に
い
と
よ
し
。
さ
れ
ぱ
お
ほ
く
こ
れ
を
用
ひ
け
ら
し
。

こ
れ
は
錦
に
よ
き
木
な

り
と
て
な
ん
「
ツ
バ
キ
」
と
は
よ
ぴ
け
る
な
ん
。

校
勘
】

O
Yパ
キ
懐
徳
堂
本
な

L
，

山
茶

サ
ザ
ン
ク
ハ

" ， 

. -乞
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J 十
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ザ

e
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b
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t
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な
る
を
し
ら
ず
や
。
さ
る
故
に
、

目
の
前
な
る
椿
を
か
り
で
神
仙
の
木
に
名
づ
け
た
り
。

そ
れ
を
ま
と
と
と
思
ひ
し
は
い
と
お
ろ
か
な
り
や
。

刀
剣
の
鐸
は
金
に
て
つ
く
る
も
の
な
れ
ど
、
山
賊
猟
夫
な
ど
の
山
万
は
さ
し
も
あ
ら

ず
か
し
。
大
か
た
は
木
も
て
つ
く
れ
り
。
「
椿
」
は
木
埋
よ
く
し
ま
り
て
堅
し
。
錆
に

つ
く
る
に
い
と
よ
し
。
さ
れ
ば
お
ほ
く
こ
れ
を
用
ひ
け
ら
し
。
こ
れ
は
鐸
に
よ
き
木
な

り
と
て
な
ん
「
ツ
ハ
キ
」
と
は
よ
び
け
る
な
ん
。

花
の
形
、
木
の
姿
、
「
茶
」
に
よ
く
似
た
れ
ば
、
こ
の
木
名
あ
り
E

「
ザ
ザ
ン
」
と
は

「
山
茶
」
の
転
音
な
る
べ
し
。
も
ろ
こ
し
に
て
は
、
か
の

「椿
」
の
名
を
『
荘
子
』
に

と
り
こ
め
ら
れ
て
、
こ
の
「
山
茶
」
を
其
代
り
に
た
で
た
り
。
さ
れ
ど
、
か
れ
は
「
茶
」

に
似
た
る
処
な
き
を
も
て

そ
の
謬
は
あ
き
ら
か
な
り
。

校
勘
】

O
ツ
パ
キ
懐
徳
堂
本
な
し
。

Z量釜
「水
品
」
「
馬
脳
」
な
ど
い
ふ
は
、
皆
、
後
世
の
あ
ざ
名
な
り
け
り
。
ふ
る
よ
り
あ

り
き
た
る
物
な
れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
玉
に
し
た
が
へ
る
文
字
あ
る
べ
し
と
ぞ
思
ふ
。

古

詩
に

「筆
」
あ
り
「
喰
」
あ
り
。
す
な
は
ち
こ
の
ふ
た
つ
の
物
の
本
名
な
め
り
。
お
よ

そ
水
な
ど
の
清
く
、
す
き
と
ほ
り
た
る
を

「笠
激
」
と
い
ふ
は
、
玉
の
名
を
か
り
で
よ

そ
へ
て
い
ふ
に
ぞ
。
さ
れ
ば
、
玉
の
内
に
よ
く
す
き
と
ほ
り
た
る
物
は

「
水
晶
」
よ
り

外
に
は
あ
ら
ず
か
し
。
さ
て
ぞ
、
お
ぽ
ゆ
る
。
ま
た
、

「寝
」
は
文
采
あ
る
玉
な
り
と

い
ひ
伝
ふ
る
な
り
。
こ
れ
も

「馬
脳
」
の
外
に
は
文
采
あ
る
玉
は
な
け
れ
ば
、
「
現
」

は
か
な
ら
ず
「
馬
脳
」
の
古
名
な
る
べ
し
と
ぞ
お
も
ふ
。

叫手
応

司
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被

ぺr
キ

ス
ギ

い
に
し
へ
の

「披
」
は
今
の

「杉
」
な
り
。
こ
れ
を
「
7

キ
」
と
い
ひ
し
は
、
「
木

も
よ
し
、
香
も
よ
し
、
木
の
中
の
上
品
な
り
、
こ
れ
こ
そ
、
ま
こ
と
の
木
な
れ
」
と
の

心
な
る
べ
し
。

今
は
、
「
羅
漢
松
」
を
さ
し
て
「
マ
キ
」
と
よ
ぷ
。
古
義
に
あ
ら
ず
。

皮
を
剥
て
用
る
こ
と
お
ほ
し
。
故
に
文
、
「
皮
」
に
従
ふ
。

必
凶
向
/
一
寿
j

-1qn.
弐

νι

構

サ
カ
キ

シ
キ
ミ

天
竺
に
て
香
気
あ
る
木
業
を
数
々
水
に
潰
し
て
香
水
を
製
す
。
こ
れ
を
「
ア
カ
」
と

い
ふ
。
「
熔
」
は
其
中
の
ひ
と
つ
な
る
。
神
仏
に
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
人
も
常
に
用

ゆ
。
焼
香
の
類
な
り
。
こ
こ
も
と
に
で
も
糖
葉
を
水
に
浮
め
て
仏
に
供
す
る
こ
と
あ
り
。

槍
の
枝
を
仏
前
に
た
て
、
基
に
も
た
つ
る
、
皆
『
ア
カ
」

の
遺
製
な
る
べ
し
。

む
か
し
、
神
事
に

「サ
カ
キ
」
と
て
用
ひ
た
る
は
、
す
な
は
ち
「
槍
」
な
り
。
香
あ

い
つ
の
こ
ろ
よ
り
か
仲
家
の
人
ら
仏
を
憎
む
あ
ま
り
に
や
、

る
木
な
れ
ば
な
る
ベ
し
。

「
橋
」
を
も
用
ひ
ず
、
外
の
木
を
取
て

『サ
カ
キ
」
と
名
づ
け
て
用
る
こ
と
と
な
り
た

り
。
さ
れ
ど
今
に
伊
勢
に

「サ
カ
キ
」
の
神
事
て
ふ
あ
り
て
「
橋
」
を
用
る
と
か
や
。

又
、
春
日
、

山
王
な
ど
も

「サ
カ
キ
」

と
て
用
る
、
み
な
「
橋
」
な
り
と
開
。

【校
勘
】
O
取
懐
徳
堂
本

「と
り
」
。

O
づ
け
懐
椿
堂
本

「付」。
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促
織

も
ろ
こ
し
に
て
、
蕪
普
の
ご
と
く
、

い
づ
か
た
に
で
も
家
々
に
穣
る
も
の
な
り
。
こ



菜 こ
lこに
いて
たは
り
てさ
よし
きも
もあ
のら
なで
り唯

-7 'll.~ 
ウ援
主宗
の
と寺
い院
ふに
には
必
又

種れ
あを
り種
。る

たな
けり
た
か食

「酢
ぐ
き
」
、
長
崎
の

く
、
茎
ふ
と
く
、
葉
を
か
き
て
と
る
も
の
を
わ
き
て
「
ヲ
カ
ナ
」
と
い
ふ
。

集
の
大
さ

は
芋
の
葉
ば
か
り
も
。
賀
茂
の

な
り
と
問
。

漬
菜
」
な
ど
は
み
な
「
私
」

今、

児
童
の
玩
弄
し
て
「
キ
リ
ギ
リ
ス」

と
い
ふ
も
の
は
「
促
織
」
な
り
け
り
。
其
声
ギ
イ
チ

ら
し
。
「
促
」
は
催
な
り
。

ヨ
イ
機
を
織
が
ご
と
L
O
人
の
機
織
を
す
す
む
る
に
似
た
り
。
故
に

「促
織
」
と
は
名
づ
け
け

九メ
ギ~

従

f~ ハ!入

莞

ツ
ク
モ

「灯
心
草
」
に
似
て
大
な
る
も
の
、
「
ツ
ク
モ
」
な
り
。
今
、
蒲
径
の
ご
と
く
、
織

て
用
ゆ
。
「
大
日
莞
、
小
臼
蘭
」
と
い
ふ
。
古
人
の
言
よ
く
あ
た
れ
り
。

ぐ
さ
あ
や
ま
て
る
こ
と
の
あ
れ
ば
い
ふ
な
り
。

こ
れ
も
く
さ

% 
えザ

、

ア
7
毛

77-
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〉え

し
の
ぶ

石
に
も
お
ふ
る
、
古
垣
古
屋
に
も
お
ほ
る
、
古
屋
の
宇
の
し
の
ぶ
草
な
ど
お
ほ
く
歌

に
よ
め
り
し
は
み
な
こ
れ
な
り
。

今
の
人
は
蕨
に
似
た
る
「
イ
ド
グ
サ
』
と
い
ふ
も
の
を

「
シ
ノ
ブ
」

な
り
と
思
八
り
。

い
づ
か
た
よ
り
出
た
る
あ
や
ま
り
に
か
、

『
し
の
ぶ
ず
り
」
は
も
と
草
の
こ
と
に
は



あ
ら
ぬ
を
さ
ら
に
ま
た
あ
や
ま
り
を
か
さ
ね
た
り
や
、

説
も
あ
や
ま
れ
り
。

い
と
う
し
。
『
本
草
』
垣
衣
の

ノ

お
が
た
ま

俗
名

「珊
瑚
珠
」
て
ふ
木
あ
り
。

実
な
る
。

a
 

か
ら
た
ち
ば
な
の
さ
ま
し
た
る

カ
シ
の
類
に
て

い
に
し
へ
、
「
お
が
た
ま
」

の
木
と
い
へ
る
は
こ
れ
な
り
と
断
。

「丘
珠
」

こ
こ
ろ
な
る
べ
し
。

【校
勘
】
O
は
な
懐
徳
堂
本
「
花
勺

の

F 

ー 78-
f 
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楓
春
は
若
芽
の
紅
、
秋
は
衰
葉
の
も
み
づ
る
も
の
ぞ
、
ま
こ
と
の

「楓
」
に
て
ぞ
あ
り

け
る
。
『
楚
辞
』
に
「
江
水
湛
々
今
上
有
楓
」
と
い
へ
り
。
こ
れ
に
紅
の
文
字
は
な
け

れ
ど
も
、
こ
の
処
の
秋
最
を
ほ
め
た
る
こ
と
ば
な
れ
ば
、
紅
葉
に
ま
ぎ
れ
な
し
。
そ
れ

よ
り
後
、
「
丹
楓
」
「
紅
楓
」
と
詩
賦
に
入
た
る
は
、
司
馬
相
知
、
謝
一霊
運
以
下
、
唐
宋

に
い
た
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
は
あ
げ
つ
く
す
べ
く
も
あ
ら
ず
e

皆
こ
こ
も
と
の
「
楓
」

と
お
な
じ
。

『
説
文
』
に
「
漢
宮
殿
中
多
植
之
。
至
霜
後
葉
丹
可
観
。
故
称
楓
度
」
と
い
へ
り
。

も
ろ
こ
し
に
て
、
い
づ
か
た
に
も
あ
る
べ
し
。
『
本
草
』
の
「
楓
香
脂
」
は
外
国
よ
り

出
る
も
の
に
て
、
も
と
「
楓
」
に
は
あ
ら
ぬ
物
を
、
枝
葉
の

「楓
」
に
似
た
る
処
あ
り

て
や
、
「
楓
」
の
字
を
か
り
で
其
名
と
せ
し
な
り
。
天
竺
真
腕
な
ど
言
語
だ
に
通
ひ
が

た
き
国
に
は
じ
め
よ
り
「
楓
」
て
ふ
文
字
あ
る
べ
き
や
う
な
し
。
李
時
珍
い
は
く
、
「
楓

木
技
幹
修
聾
。
大
事
連
数
聞
」
。
『
南
方
草
木
状
』
に
い
は
く
、
「
楓
実
惟
九
真
有
之
、

用
之
有
神
乃
簸
得
之
物
」
む

こ
れ
ら
み
な
薬
用
保
称
の
「
楓
」
に
て
、
も
ろ
こ
し
ま
こ

と
の
「
楓
」
に
は
あ
ら
ず
。
今
改
め
て
名
づ
け
て
「
薬
楓
」
と
い
は
ば
よ
ろ
し
か
る
べ

し
ロ
お
よ
そ
『
本
草
』
は
薬
物
を
主
と
す
る
書
な
れ
ば
、

「
楓
」
を
香
木
の
部
に
の
せ

た
り
。
さ
て
、
薬
効
を
の
み
い
ひ
て
、
薬
な
ら
ぬ
ま
こ
と
の
「
楓
」
の
こ
と
は
い
と
お

ろ
そ
か
な
り
。
こ
の

「
薬
楓
」
は
秋
と
て
も
も
み
ぢ
ぬ
も
の
に
や
。
註
に
漢
官
丹
楓
の

と
と
を
引
た
れ
ど
、
そ
れ
は
も
ろ
こ
し
の
「
楓
」
に
て
外
国
の

「
薬
楓
」
に
は
あ
ら
ず
。

こ
れ
は
註
の
謬
な
り
。

【校
勘
】

O
名
懐
徳
堂
本
「
外
」
に
見
え
る
。

O
の
懐
徳
堂
本

「之
」。

O
い
は
く
懐
徳
堂
本
「
云

O
数

懐

徳
堂
本
な
し
ロ

〔
懐
徳
堂
本
は
こ
の
後
に
「
楓
」
部
分
の
下
書
き
ら
し
き
紙
片
、
貼
り
紙
あ
り
。
]
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桂

木
犀

た
と
へ
ば
「
桂
」
は
も
ろ
こ
し
に
お
ひ
出
た
る
木
な
り
。
後
の
世
に

「木
犀
」
と
い

ふ
も
の
、
是
な
り
。
さ
る
を
外
国
よ
り
香
木
を
も
て
来
て
「
桂
」
と
名
付
て
う
る
な
り
。

こ
れ
は
薬
効
よ
き
物
に
て
其
名
た
か
く
な
り
て
、
や
が
て
其
本
名
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。

も
ろ
こ
し
の
人
ら
も
「
木
犀
」
を
見
て
は
ま
こ
と
の

「
桂
」
な
り
と
は
し
ら
ず
。
「
木

犀
」
は
「
桂
」
に
似
て
「
桂
」
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
め
り
。
い
で
や
、
天
竺
蓮
羅
の
諸
国

に
「
桂
」
て
ふ
文
字
あ
る
べ
き
や
は
。
『
楚
静
』
に
「
桂
樹
叢
生
令
山
之
幽
」
な
ど
お

ほ
く
い
ひ
た
る
、
皆
「
木
犀
」
な
り
け
り
。
今
の
世
に
医
を
営
ぶ
人
ら
ま
づ

『本
草』

に
心
を
か
た
ぶ
け
て
、
其
外
の
こ
と
を
し
ら
ね
ば
、
桂
も
楓
も
み
な
夷
産
に
て
も
ろ
こ

し
と
わ
が
国
に
は
か
つ
て
な
き
も
の
な
り
と
ぞ
い
ふ
め
り
。
名
実
の
た
が
ひ
て
真
偲
の

い
り
か
は
り
た
る
は
世
に
な
げ
か
し
き
こ
と
な
り
や
。

『 目。

‘ 
J 

オ.，
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木
業
石

こ
ま
か
な
る
砥
の
ご
と
き
石
を
わ
り
て
み
れ
ば
、
中
に
木
葉
あ
り
、
ち
い
さ
き
魚
も

あ
り
。
葉
は
朽
は
て
て
形
の
こ
り
た
る
も
あ
り
。
こ
の
石
の
あ
る
処
は
、
泥
の
か
た
ま

り
て
よ
く
石
と
な
る
や
う
あ
る
に
や
。
大
雨
の
時
、
川
上
よ
り
赤
き
泥
流
れ
落
れ
ば
、

こ
こ
に
て
や
が
て
か
た
ま
り
て
石
と
な
る
。
大
雨
の
た
び
ご
と
に
其
上
に
か
さ
な
り
て
、

， 
、

~;.. . rl'.-'-¥ 

L 'b・r.
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“ 
も~~

• 

幾
重
と
も
な
く
お
な
じ
く
石
と
な
る
。
は
じ
め
の
泥
の
上
に
落
た
り
し
木
葉
の
、
後
の

泥
に
つ
つ
ま
れ
て
魚
も
と
も
に
泥
の
中
に
て
枯
た
る
な
り
。
だ
ん
だ
ん
に
か
さ
な
り
て

な
れ
る
石
な
れ
ば
、
破
る
時
は
其
か
さ
な
り
た
る
筋
よ
り
わ
か
る
る
な
り
。

【校
勘
】
O
お
な
じ
く
懐
徳
堂
本

「同
じ
く
」。

た
こ
ふ
ね

1 
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中
な
る
虫
は
、
す
な
は
ち
こ
の
貝
の
肉
な
り
け
り
。
外
よ
り
入
た
る
物
に
あ
ら
ず
。

日
和
よ
き
時
は
波
の
上
に
浮
び
て
、
お
の
れ
殻
の
口
に
ま
た
が
り
、
脚
を
左
右
に
お
ろ

し
て
ろ
か
い
と
な
し
、
頭
を
そ
び
や
か
し
て
帆
と
な
し
、
海
上
を
は
し
る
。
こ
の
虫
は

「
章
魚
」
に
よ
く
似
た
れ
ば
と
て
な
ん
、
殻
を
「
章
魚
舟
」
と
は
名
づ
け
し
な
る
べ
し
。

穀

(
補
足
)
*
面
な
し
。
〕

「
構
」
の
こ
と
は
す
で
に
「
穀
」
の
下
に
見
え
た
り
。
そ
れ
に
い
ひ
の
こ
し
た
る
こ
と

あ
れ
ば
、
こ
こ
に
い
ふ
な
り
。
今
、
世
俗
に
「
梶
」
の
字
あ
り
。
「
カ
ヂ
」
と
よ
め
り
。

地
の
名
に
「
梶
原
」
あ
り
。
氏
と
も
な
れ
り
。
七
夕
の
具
に
「
提
葉
」
あ
り
。
端
午
の

節
に
角
黍
を
提
葉
も
て
つ
つ
む
こ
と
あ
り
。
さ
れ
ど
「
梶
」
は
な
き
文
字
な
り
。
こ
の

葉
ま
た
く
「
構
」
な
れ
ば
、
「
構
」
の
詩
文
な
る
べ
し
。
「
穀
」
と
同
物
な
り
。
飯
餅
の

類
、
も
ろ
も
ろ
の
食
物
を
む
か
し
は
お
ほ
く
木
葉
に
盛
り
け
ら
し
。
今
、
神
事
ま
た
は

農
家
の
儀
式
に
か
か
る
こ
と
の
残
り
し
こ
と
お
ほ
し
。
「
梶
」
は
も
と
よ
り
な
り
。
お

よ
そ
葉
の
広
く
、
物
を
盛
に
便
あ
る
物
は
、
皆
「
カ
シ
ハ
」
と
名
づ
け
て
用
ゆ
。
杉
柏

松
な
ど
は
枝
な
が
ら
用
ゆ
。
そ
れ
を
は
な
れ
で
は
、
唯
、
「
柏
」
の
み
を
「
カ
シ
ハ
」

と
よ
み
て
こ
の
木
の
名
と
せ
り
。
「
柏
」
は
こ
と
さ
ら
こ
の
用
に
便
あ
る
も
の
な
れ
ば

に
や
。
さ
れ
ど
ま
こ
と
の
名
に
は
あ
ら
ず
。

「
柏
」
は
ヒ
ノ
キ
。
木
名
な
り
。
「
カ
シ
ハ
」
と
は
「
藷
葉
」
の
義
な
る
べ
し
。
「
藷
」

は
「
カ
ス
」
と
も
よ
め
り
。
「
シ
ク
」
と
も
よ
め
り
。
さ
れ
ば
「
カ
ヂ
」
は
「
カ
シ
」

の
転
音
な
る
べ
し
。
今
に
て
は
、
「
構
」
「
柏
」
二
木
の
名
を
「
シ
」
と
「
チ
」
と
に
で

わ
か
ち
た
る
に
ぞ
。
世
の
な
ら
は
し
は
か
か
る
こ
と
お
ほ
し
。

「
拷
」
は
「
構
」
の
類
な
る
べ
し
。
「
拷
」
は
「
山
樗
皮
厚
一
寸
」
と
も
ろ
こ
し
の

文
に
も
み
え
た
り
。

い
に
し
へ

「
拷
会
」
あ
り
、

「
タ
ク
フ
ス
マ
」
と
よ
め
り
。
拷
皮

を
績
て
織
た
る
会
な
る
べ
し
。
穀
布
の
た
ぐ
ひ
に
ぞ
。
然
れ
ば
「
海
士
の
た
く
縄
」
と

よ
み
た
る
は
拷
皮
も
て
造
た
る
縄
に
て
ぞ
あ
る
べ
き
。

【
校
勘
】

O
懐
徳
堂
本
は
、
「
と
」
の
後
に
「
の
」
が
あ
る
。

橘

*
固
な
し
。
〕

は
漢
名
な
り
。
「
た
ち
花
」
は
和
名
な
り
。
「
ミ
カ
ン
」
は
郷
名
な
り
。
わ
が

国
に
も
と
よ
り
生
た
る
は
「
柑
」
の
み
な
り
し
。
後
に
外
国
に
も
と
め
て
植
た
る
は
「
橘
」

な
り
。
「
時
じ
く
か
く
の
こ
の
み
」
な
ど
は
こ
れ
を
ほ
め
て
い
ひ
た
る
こ
と
ば
な
り
。
「
ミ

カ
ン
」
と
は
「
蜜
柑
」
の
心
も
て
名
づ
け
た
る
に
ぞ
。
け
だ
し
、
「
柑
」
に
似
て
い
と

あ
ま
し
。
密
の
味
あ
り
と
て
な
ん
、
か
く
よ
び
な
し
た
る
に
て
、
「
蜜
柑
」
て
ふ
こ
の

み
は
、
も
ろ
こ
し
に
も
な
き
も
の
を
、
こ
の
く
さ
ぐ
さ
の
名
に
つ
け
て
「
蜜
柑
」
は
ベ

ち
の
物
な
り
。
「
橘
」
に
あ
ら
ず
。
薬
に
入
る
も
も
ろ
こ
し
の
「
橘
」
な
ら
で
は
、
な

ど
い
ふ
も
の
お
ほ
し
。
く
す
し
は
何
事
も
く
す
し
め
き
た
り
や
。
い
ま
ま
た
「
柑
」
に

似
た
る
に
小
き
こ
の
み
に
た
ち
ば
な
の
名
を
お
び
た
る
も
の
あ
り
。
そ
れ
は
山
賎
の
つ

け
た
る
名
に
も
や
あ
ら
ん
。
い
と
い
ひ
か
ひ
な
し
。

「橘」
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【
校
勘
】

O
も
・
:
懐
徳
堂
本
な
し
。

〔
手
稿
本
、
中
之
島
本
に
は
こ
の
後
、
二
枚
の
画
が
あ
る
。

ヨ
モ
ギ
と
ツ
バ
キ
か
?
〕

*
本
稿
は
、
平
成
一
八
年
度
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
研
究
奨
励
費
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(
大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
)




